
　

久
山
療
育
園
重
症
児

者
医
療
療
育
セ
ン
タ
ー
は
、

創
立
43
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
在
宅
支
援
セ
ン
タ
ー
も
開
設
し
て
５
年
目
に

入
り
内
容
の
一
層
の
充
実
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
ご
支
援
し
て
下
さ
っ
た
皆
様
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
保
護
者
、
職
員
な
ど
多
く
の
方
々
の
祈
り
と
御

協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
度
の
年
間
主

題
と
し
て
「
在
宅
支
援
・
地
域
福
祉
の
必
要
に
応
え

る
」
、
そ
し
て
開
園
祭
の
テ
ー
マ
と
し
て
は
「
重
症

児
（
者
）
と
ご
家
族
に
聴
く
こ
れ
か
ら
の
医
療
福
祉

計
画
の
策
定
」
と
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

１
９
９
６
年
に
久
山
療
育
園
園
長
・
セ
ン
タ
ー
長

の
召
命
を
受
け
、
以
来
23
年
余
り
を
施
設
長
と
し
て

勤
め
て
参
り
ま
し
た
。
２
０
１
９
年
６
月
14
日
の
第

１
回
評
議
員
会
で
理
事
職
承
認
を
受
け
、
６
月
17
日

の
第
２
回
理
事
会
の
互
選
に
よ
り
、
川
野
直
人
先
生

（
初
代
）
や
山
田
雄
次
先
生
（
第
２
代
）
の
後
を
受

け
て
理
事
長
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。
私
が
初
め
に
理

事
長
と
し
て
の
責
務
を
思
い
、
「
重
症
児
（
者
）
と

共
に
」
を
合
言
葉
に
し
て
、
な
す
べ
き
こ
と
を
次
の

よ
う
に
考
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
設
立
準
備
の
時
か
ら
設
立
以
後
も
大
切

に
さ
れ
て
き
た
設
立
理
念
の
再
吟
味
と
、
こ
れ
ま
で

の
43
年
間
の
主
の
導
き
や
職
員
・
保
護
者
会
、
多
く

の
支
援
者
で
あ
る
友
の
会
（
重
症
児
者
と
共
に
生
き

る
「
ミ
ッ
ト
レ
ー
ベ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
）
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
会
、
地
域
の
方
々
に
感
謝
し
つ
つ
、
今
後

も
「
重
症
児
（
者
）
と
共
に
」
医
療
・
療
育
・
福
祉
事

業
を
進
め
て
い
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
「
愛
の
手
を
」

の
読
者
の
皆
様
の
お
支
え
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
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尚
、
後
任
の
セ
ン
タ
ー
長
に
は
国
立
病
院
機
構
福
岡

病
院
長
で
あ
ら
れ
た
岩
永
知
秋
先
生
に
就
任
し
て
頂
き

ま
し
た
が
、
私
と
同
じ
九
州
大
学
呼
吸
器
内
科
出
身
で

す
の
で
呼
吸
障
害
・
呼
吸
器
疾
患
の
造
詣
も
深
く
、
ま

た
福
岡
県
重
症
心
身
障
害
施
設
協
議
会
の
運
営
に
も
尽

力
し
て
下
さ
っ
て
い
ま
し
た
の
で
重
症
心
身
障
害
医
療

に
も
ご
理
解
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
は
、
「
在
宅
支
援
セ
ン

タ
ー
」
の
運
営
、
す
な
わ
ち
更
な
る
深
化
と
、
障
が
い

福
祉
の
充
実
（
入
所
及
び
在
宅
重
症
児
者
と
ご
家
族
の

必
要
に
聴
き
続
け
る
こ
と
）
、
粕
屋
６
町
を
基
盤
と
し

た
福
祉
社
会
作
り
の
拠
点
と
し
て
社
会
貢
献
に
努
め
る

こ
と
等
で
す
。

　

２
０
０
９
年
度
に
開
始
さ
れ
た
「
在
宅
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
も
、
２
０
１
６
年
度
～
２
０
２
０
年
度
の
第

２
段
階
（
在
宅
支
援
セ
ン
タ
ー
の
拡
充
と
新
た
な
事
業

展
開
）
か
ら
、
２
０
２
１
年
度
～
２
０
２
５
年
度
の
第
３

段
階
で
あ
る
（
重
症
心
身
障
害
児
者
の
家
族
と
共
な
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
可
能
性
）
を
展
望
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
創
立
理
念
に
従
っ
て
、
「
重
症
心
身
障
害

児
に
愛
の
手
を
」
か
ら
「
重
症
児
者
と
共
に
」
在
宅
及

び
入
所
重
症
児
者
の
ニ
ー
ズ
に
聴
く
診
療
計
画
・
個

別
支
援
計
画
が
起
こ
さ
れ
実
践
に
務
め
、「
久
山
療
育

園
は
単
な
る
収
容
施
設
で
は
な
く
、
新
し
い
福
祉
社
会

（
福
祉
共
同
体
）
づ
く
り
の
拠
点
」
で
あ
り
続
く
こ
と

を
決
意
し
て
い
ま
す
。
創
立
理
念
を
遵
守
し
た
整
え
ら

れ
た
組
織
と
し
て
地
域
貢
献
・
社
会
福
祉
の
業
を
進
め

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
久
山
療
育
園
と
入
所
及
び

通
所
の
保
護
者
会
、
そ
し
て
友
の
会
と
の
協
働
と
地
域

の
ご
理
解
が
不
可
欠
と
思
っ
て
い
ま
す
。

理
事
長
へ
の
召
命
を
受
け
て

5 月 11 日　運動会より

　

　

理
事
長
　

宮

　

信

義
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■
設
立
理
念
に
従
っ
て

　

新
約
聖
書（
新
共
同
訳
）コ
リ
ン

ト
の
信
徒
へ
の
手
紙
二
４
章
18
節

の「
わ
た
し
た
ち
は
見
え
る
も
の
で

は
な
く
、
見
え
な
い
も
の
に
目
を

注
ぎ
ま
す
。
見
え
る
も
の
は
過
ぎ

去
り
ま
す
が
、
見
え
な
い
も
の
は

永
遠
に
存
続
す
る
か
ら
で
す
。」が

久
山
療
育
園
重
症
児
者
医
療
療
育

セ
ン
タ
ー
（
以
下「「
久
山
療
育
園
」

と
略
す
）の
創
立
聖
句
で
す
。
私

は
毎
年
の
年
度
目
標
や
開
園
祭
の

テ
ー
マ
を
考
え
る
時
に
は「
設
立
理

念
」に
照
ら
し
て
年
度
目
標
を
掲

げ
よ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
び

ご
と
に
、
設
立
後
43
年
を
経
て
も
、

い
つ
も
新
し
さ
に
支
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
思
い
起
こ
し
ま
す
。
以

下
に
、
そ
の
理
念
に
応
え
る
あ
り

方
を
考
察
致
し
ま
す
。

①「
設
立
の
目
的
」か
ら

　
「
重
症
心
身
障
害
児
に
愛
の
手

を
」か
ら「
重
症
児
者
と
共
に
」在

宅
及
び
入
所
重
症
児
者
の
ニ
ー
ズ

に
聴
く
診
療
計
画
・
個
別
支
援
計

画
が
起
こ
さ
れ
実
践
に
務
め
ま
す
。

ま
た
、「
重
症
児
が
社
会
の
片
隅

に
収
容
さ
れ
て
生
き
る
の
で
は
な

く
、
む
し
ろ
地
域
の
中
心
に
位
置

付
け
ら
れ
る
こ
と
を
願
う
」こ
と
か

ら「
在
宅
支
援
セ
ン
タ
ー
」の
建
設
・

開
設（
2
0
1
5
年
７
月
）が
実
施

さ
れ
、
豊
か
な
生
活
空
間（
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム「
重
症
者
ホ
ー
ム
ひ
さ
や

ま
」）と
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
医
療
支

援
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。「
久
山
療

育
園
は
単
な
る
収
容
施
設
で
は
な

く
、
新
し
い
福
祉
社
会（
福
祉
共
同

体
）づ
く
り
の
拠
点
で
あ
る
」と
示

さ
れ
た
理
念
に
導
か
れ
、
広
く
地

域
福
祉
に
働
く「
在
宅
支
援
棟
」も

機
能
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

「
在
宅
支
援
セ
ン
タ
ー
」の
働
き
か

ら
、
福
祉
共
同
体
の
実
現
、
地
域

医
療
連
携
へ
と
歩
を
進
め
て
い
ま

す
。

②「
運
営
基
本
方
針
」か
ら

　
「
久
山
療
育
園
は
キ
リ
ス
ト
の
福

音
を
土
台
と
し
て
運
営
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」と
い
う
理
念
か
ら
、

コ
ロ
ニ
ー
友
の
会
・
諸
教
会
及
び

保
護
者
会
と
の
協
働
に
よ
っ
て
園

の
方
向
が
示
さ
れ
維
持
さ
れ
て
い

ま
す
。

③「
療
育
基
本
方
針
」か
ら

　
「
久
山
療
育
園
は
、
病
院
で
あ
り

学
校
で
あ
り
家
庭
で
あ
る
。
わ
れ

わ
れ
は
対
象
者
を
技
術
論
的
に
で

は
な
く
、全
人
的
に
と
ら
え
る
。
そ

の
た
め
に
、そ
れ
ぞ
れ
最
善
の
職
際

的
協
力
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
専
門
的
領
域
の
働
き
を
全
う

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
い
う
言

葉
か
ら
、「
久
山
療
育
園
の
療
育
」

の
再
確
認
と
医
療
マ
イ
ン
ド
に
基

づ
く
生
命
の
尊
厳
を
支
え
、
Ｑ
Ｏ

Ｌ（
生
活
の
質
・
生
命
の
質
・
人
生

の
質
）を
重
視
し
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て「
障
が
い
者
と
教
会
委
員

会
」で
、「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」は
一
般

社
会
で
な
く
、
先
ず
教
会
に
於
い

て
と
発
題
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

神
の
国
の
福
音
宣
教
を
始
め
と
し

て
、
キ
リ
ス
ト
の
平
和
の
使
者
と

同
時
に
病
者
・
し
ょ
う
が
い
者
・

社
会
的
困
窮
者
の
隣
人
と
し
て
の

ミ
ニ
ス
ト
リ
ー
（
召
命
・
使
命
）に

生
き
語
る
存
在
と
し
て
久
山
療
育

園
は
召
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

■
重
症
児（
者
）と
共
に
あ
る
医
療
福

祉
　

創
立
後
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、

次
の
よ
う
に
導
か
れ
た
軌
跡
が
示

さ
れ
ま
す
。

１
．
創
立
期
～
創
立
後
10
年（
黎
明

　
　

期
）

1
9
7
6
年
９
月
に
児
童
福
祉

施
設
と
し
て
設
立
が
認
可
。
９

月
27
日
に
５
名
の
重
症
心
身
障

害
児
が
入
園
。
1
9
6
9
年
11

月
に
バ
プ
テ
ス
ト
・
コ
ロ
ニ
ー

友
の
会
発
足
。
1
9
7
6
年

10
月
施
設
訪
問
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
開
始
。
1
9
7
8
年

11
月
に
変
則
４
回
食
制
開
始
。

1
9
7
9
年
度
か
ら
、
北
筑

前
養
護
学
校
の
訪
問
教
育
が
開

始
さ
れ
、
入
園
児
29
名
が
就
学

し
た
。
1
9
8
0
年
１
月
か

ら
歯
科
診
療
が
開
始
さ
れ
た
。

1
9
8
1
年
５
月
に
は
30
床
の

増
床
が
認
可
さ
れ
、
医
療
法
上

の
病
床
数
が
80
床
と
な
り
２
病

棟
体
制
と
な
っ
た
。

２
．
創
立
後
11
～
20
年（
形
成
期
）

1
9
8
6
年
３
月
全
園
児
に

専
用
の
食
事
訓
練
椅
子（
座

位
保
持
装
置
）
の
作
成
が
完

結
。
1
9
8
7
年
４
月
に
地

域
交
流
ホ
ー
ル
が
完
成
し
た
。

1
9
9
0
年
か
ら
通
園
モ
デ
ル

事
業（
1
9
9
6
年
度
に
認
可
）

が
開
始
さ
れ
た
。

３
．
創
立
後
21
～
30
年（
充
実
期
）

1
9
9
7
年
度
か
ら
病
棟
傾

斜
配
置（
医
療
型
・
生
活
型
）を

実
施
。
1
9
9
7
年
度
か
ら

地
域
療
育
部
を
創
設
し
施
設
組

織
機
構
を
５
部
制
と
な
っ
た
。

2
0
0
3
年
度
か
ら
短
期
入

所
事
業
が
支
援
費
制
度
に
移
行
。

2
0
0
6
年
度
に
障
害
者
自
立

支
援
法
の
施
行
。
2
0
0
6
年

度
の
診
療
報
酬
改
訂
は
過
去
最

大
の
約
3.
1
6
％
削
減
。

４
．
創
立
30
周
年
以
後（
制
度
変
化

　
　

に
よ
る
試
練
か
ら
向
上
途
上

　
　

期
）

2
0
0
7
年
３
月
10
日「
重
症

児
者
を
生
き
る
に
値
し
な
い
生

命
と
言
わ
せ
な
い
世
の
中
に
」第

２
回
意
見
広
告
。
2
0
0
7
年

３
月
24
日
バ
プ
テ
ス
ト
・
コ
ロ

ニ
ー
友
の
会『
討
論
と
音
楽
の
集

い
』。
2
0
0
8
年
４
月
１
日

「
久
山
療
育
園
重
症
児
者
医
療

療
育
セ
ン
タ
ー
」へ
名
称
変
更
。

2
0
0
8
年
４
月
１
日　

全
病

棟
が
出
来
高
制
の「
障
害
者
施
設

等
入
院
基
本
料
Ⅱ
」算
定
病
棟

へ
移
行
。
2
0
0
8
年
８
月
15

日 
創
立
30
周
年
記
念
事
業
・
施

設
全
面
改
築
竣
工
。
2
0
0
9

年
２
月
１
日
４
床
増
床
し
87
床

（
医
療
法
）、
82
床（
児
童
福
祉

法
）＋
短
期
入
所
５
床
と
な
る
。

2
0
0
9
年
度
～
2
0
1
3

年
度
に
中
期
５
ヵ
年
計
画
、「
在

宅
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」策
定
。

2
0
1
0
年
４
月「
在
宅
支
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」構
想
委
員
会
発

足
。
2
0
1
2
年
４
月「
在
宅

支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」第
一
段
階

と
し
て
７
床
増
床
し
94
床（
医
療

法
）、
88
床（
児
童
福
祉
法
）と
な

る
。
2
0
1
3
年
度
障
害
者
総

合
支
援
法
施
行
。
2
0
1
5
年

７
月「
在
宅
支
援
セ
ン
タ
ー
」（
在

宅
支
援
棟
と
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

事
業
開
始
。

５
．
創
立
40
周
年
以
後（
創
立
理
念

　
　

の
実
現
か
ら
向
上
期
）

2
0
1
6
年
４
月
社
会
福
祉
法

一
部
改
定
に
よ
り
ガ
バ
ナ
ン
ス

（
統
治
性
）の
確
立
、
会
計
の
明

確
化
、
社
会
福
祉
の
向
上
・
社

会
貢
献
の
伸
展
。
2
0
1
6
年

度
児
童
福
祉
法
改
正
：「
医
療
的

ケ
ア
児
」に
適
切
な
支
援
の
連
携

促
進
を
各
自
治
体
の
努
力
義
務
。

2
0
1
7
年
度
社
会
福
祉
法
一

部
改
定
に
伴
い
、
理
事
会（
９

名
）・
評
議
員
会（
13
名
）及
び
法

定
外
に
運
営
協
議
会
の
設
置
。

　

設
立
の
時
に
、
こ
の
よ
う
な

理
念
が
導
き
出
さ
れ
た
こ
と
は

ま
こ
と
に
幸
い
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
医
療
福
祉
制
度
や
社

会
観
の
変
化
に
も
、
こ
の
理
念

に
よ
っ
て
揺
る
ぐ
こ
と
が
な

か
っ
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

主 張
「
理
念
の
再
吟
味
」

理
事
長
　
宮
　
﨑
　
信
　
義

2019 年 7月 20日 第 196 号（2）愛　の　手　を



　

7
月
1
日
付
で
セ
ン
タ
ー
長
を

拝
命
し
ま
し
た
岩
永
知
秋
と
申
し

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
私
は
今
年
3
月
末
ま

で
、
福
岡
市
南
区
屋
形
原
に
あ
る

国
立
病
院
機
構
福
岡
病
院
に
、
通

算
21
年
間
勤
務
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
最
後
の
10
年
間
は
院
長
と
し

て
、
主
に
病
院
の
運
営
管
理
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
医
師
と
し
て

の
専
門
領
域
は
呼
吸
器（
気
管
支
、

肺
）で
あ
り
、
宮
﨑
信
義
先
生
は
私

の
出
身
で
あ
る
九
州
大
学
胸
部
疾

患
研
究
施
設
・
呼
吸
器
科
教
室
の

大
先
輩
で
す
。
出
身
は
長
崎
市
で
、

九
州
大
学
医
学
部
を
卒
業
し
、
上

記
教
室
に
入
局
後
、
米
国
や
栃
木

な
ど
国
内
外
留
学
な
ど
も
経
験
し

ま
し
た
。

　

福
岡
病
院
に
は
、
呼
吸
器
・
ア

レ
ル
ギ
ー
・
小
児
科
な
ど
一
般

入
院
病
病
床
2
3
0
床
と
と
も

に
、
1
3
0
床
の
重
症
心
身
障
害

病
棟
が
あ
り
ま
す
。
私
は
重
症
心

身
障
害
医
療
の
専
門
家
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
病
院
管
理
者
と
し
て

少
な
か
ら
ず
重
心
病
棟
の
運
営
に

関
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
福
岡

病
院
は
全
国
の
施
設
と
比
較
し
て

も
、
人
工
呼
吸
管
理
や
経
管
・
胃

ろ
う
管
理
な
ど
高
度
の
医
療
的
ケ

ア
を
必
要
と
す
る
超
重
症
児
、
準

超
重
症
児
を
多
く
擁
し
て
い
る
た

め
、
7
対
1
看
護
体
制
を
取
る

な
ど
の
工
夫
を
し
て
き
ま
し
た
。

2
0
1
3
年
に
は
老
朽
化
し
た
病

棟
を
刷
新
し
、
そ
れ
ま
で
の
平
屋

3
個
病
棟
を
改
め
て
、
新
た
に
4

階
建
て
の
新
病
棟
を
建
て
ま
し
た
。

感
染
予
防
や
医
療
安
全
な
ど
に
対

す
る
日
常
的
な
取
り
組
み
は
重
要

で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行

期
に
お
け
る
予
防
や
発
症
者
が
出

た
時
の
対
応
は
毎
冬
の
課
題
で
す

し
、
転
倒
・
転
落
、
誤
嚥
、
異
食

な
ど
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。
入

所
者
に
と
っ
て
重
要
な
日
中
活
動

を
支
援
す
る
う
え
で
、
保
育
士
や

児
童
指
導
員
か
ら
構
成
さ
れ
る
療

育
指
導
室
と
の
連
携
は
極
め
て
大

切
で
す
。
ま
た
就
学
に
関
し
て
も

就
学
過
齢
者
を
含
め
、
療
育
・
教

育
と
し
て
、
屋
形
原
特
別
支
援
学

校
と
の
協
力
体
制
を
維
持
し
て
き

ま
し
た
。
通
所
事
業
と
し
て
は
、

医
療
的
ケ
ア
度
の
高
い
か
た
が
た

を
中
心
に
、
毎
日
10
名
前
後
の
在

宅
児
・
者
を
受
け
入
れ
て
き
ま
し
た
。

　

ど
の
施
設
に
も
共
通
す
る
こ
と

で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
重
症
心
身
障

害
領
域
の
医
療
・
看
護
・
介
護
・

療
育
に
は
解
決
す
べ
き
課
題
が
山

積
し
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
と
り
わ
け
、
入
所
者
と
と

も
に
保
護
者
の
か
た
が
た
の
高
齢

化
は
近
年
大
き
な
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
中
高
年
齢
に
入
る
入
所

者
で
は
、
生
活
習
慣
病
や
が
ん
な

ど
こ
れ
ま
で
経
験
に
乏
し
か
っ
た

課
題
に
直
面
す
る
よ
う
に
な
り
、

ま
た
そ
れ
と
と
も
に
重
症
度
も
増

し
て
、
新
た
な
対
応
に
取
り
組
む

必
要
が
出
て
き
ま
し
た
。
ま
た
保

護
者
に
関
し
て
は
、
個
別
支
援
計

画
の
作
成
と
実
施
、
日
常
の
面
会

な
ど
に
お
い
て
も
、
後
見
人
の
問

題
を
含
め
て
高
齢
保
護
者
に
対
す

る
い
ろ
い
ろ
対
処
が
必
要
と
な
る

状
況
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

福
岡
病
院
の
院
長
と
し
て
務
め

た
10
年
間
は
、
福
岡
県
重
症
心
身

協
議
会（
年
2
回
開
催
）に
お
い
て

久
山
療
育
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
、

県
内
10
余
り
の
公
法
人
立
の
重
症

心
身
障
害
施
設
と
交
流
を
続
け

て
き
ま
し
た
。
各
施
設
が
個
別
に
、

あ
る
い
は
共
通
し
て
持
つ
課
題
に

つ
い
て
、
率
直
な
意
見
交
換
、
情

報
交
換
を
行
い
な
が
ら
、
よ
り
良

い
療
養
、
療
育
、
医
療
環
境
を
提

供
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
皆

で
知
恵
を
絞
っ
て
き
ま
し
た
。
国

立
病
院
機
構
で
も
院
長
協
議
会
の

中
で
重
心
協
議
会
に
所
属
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
福
岡
県
の

よ
う
に
公
法
人
立
施
設
の
連
携
が

取
れ
て
い
る
県
は
、
私
が
知
る
限

り
日
本
国
内
に
ほ
と
ん
ど
な
く
、

貴
重
な
財
産
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
お
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
な
が

ら
、
入
所
者
の
方
々
が
明
る
く
活

発
に
、
か
つ
安
全
に
活
動
で
き
る

環
境
を
整
備
し
て
い
く
こ
と
が
肝

要
だ
と
考
え
ま
す
。
特
に
久
山
療

育
セ
ン
タ
ー
は
長
く
立
派
な
伝
統

が
あ
り
、
ま
た
先
進
的
な
取
り
組

「
セ
ン
タ
ー
長
就
任
の
ご
挨
拶
」

セ
ン
タ
ー
長
／
理
事
　
岩
　
永
　
知
　
秋

み
を
行
っ
て
い
る
重
症
心
身
障
害

施
設
と
し
て
、
多
く
の
注
目
と
敬

意
を
集
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
よ

う
な
施
設
に
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
、
大
変
光
栄
に
思

い
ま
す
。
私
に
と
っ
て
重
症
心
身

障
害
医
療
は
一
般
病
棟
も
含
め
た

管
理
者
と
し
て
の
関
与
で
し
た
の

で
、
こ
れ
か
ら
新
た
に
多
く
の
こ

と
を
学
ば
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

伝
統
あ
る
本
セ
ン
タ
ー
で
少
し
で

も
入
所
者
や
保
護
者
、
職
員
の
皆

さ
ま
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
、
研

鑽
を
積
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

個
人
的
な
こ
と
を
少
し
。
趣

味
は
多
少
の
読
書
・
音
楽
鑑
賞
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
野
球
・
サ
ッ
カ
ー

の
テ
レ
ビ
観
戦
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
学
生
時
代
と
違
っ
て
ス
ポ
ー

ツ
は
も
は
や
選
手
と
し
て
参
加
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
が
、
い
ま
だ

に
興
味
は
尽
き
ま
せ
ん
。
セ
ン
タ
ー

内
で
お
会
い
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
声
を
お
か
け
く

だ
さ
い
。
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は
じ
め
に

　

2
0
1
9
年
度（
令
和
元
年
度
）

の
全
国
重
症
心
身
障
害
児
施
設
協

議
会
は
、
５
月
30
～
31
日
に
水
戸

市（
水
戸
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
）で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
茨
城

県
４
施
設
が
担
当
さ
れ
、
登
録
参

加
者
3
9
5
名
／
1
2
7
施
設
と

行
政
や
来
賓
の
方
々
を
含
め
る
と

4
0
0
名
を
超
え
ま
し
た
。
焦
点

は
、「
医
療
的
ケ
ア
児
」支
援
と
報
酬

改
定
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
新
た
な

類
型
の
創
設
、
医
療
福
祉
人
材
の
確

保
と
育
成
、
成
人
期
以
降
か
ら
の
施

設
利
用
者
へ
の
支
援
棟
で
す
。
以
下

に
報
告
・
協
議
さ
れ
た
内
容
を
ご
紹

介
致
し
ま
す
。

行
政
説
明「
障
害
児
支
援
施
策
の
動

向
　

障
害
福
祉
課
障
害
児
・
発
達
障

害
者
支
援
室
の
刀
根　

暁（
さ
と
る
）

氏
に
よ
る
行
政
説
明
が
な
さ
れ
ま
し

た
。

１
．
障
が
い
福
祉
施
策
と
し
て
、
①

「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
報
酬
改
定

検
討
チ
ー
ム
」の
設
置
、
②
平
成
30

年
度
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
報
酬

改
定（
看
護
職
員
配
置
加
算
等
）、
③

「
居
宅
訪
問
型
児
童
発
達
支
援
」の

報
酬
改
定
、
④
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

の
新
た
な
類
型
の
創
設（「
日
中
サ
ー

ビ
ス
支
援
型
」他
）で
し
た
。
当
セ
ン

タ
ー
で
も
在
宅
児
者
が
家
庭
環
境

に
近
い「
日
中
サ
ー
ビ
ス
支
援
型
」へ

の
移
行
来
年
度
に
も
計
画
し
て
い
ま

す
。

２
．
障
害
児
問
題
に
つ
い
て
、
①
児

童
福
祉
法
の
一
部
改
定（
平
成
28
年
・

2
0
1
6
年
６
月
）
―
障
害
者
の

望
む
地
域
生
活
の
支
援
・
障
害
児

（
者
）支
援
の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
対

す
る
き
め
細
か
な
対
応
、
②
障
害
児

入
所
施
設
の
移
行
に
関
す
る
今
後
の

方
針
に
つ
い
て
は
、「
入
所
者
の
年

齢
や
状
態
に
応
じ
た
適
切
な
日
中

活
動
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
を
前
提

に
、
医
療
型
障
害
児
入
所
施
設
等
と

療
養
介
護
の
両
方
の
指
定
を
同
時

に
受
け
る
、
現
行
の
み
な
し
規
定
を

恒
久
化
す
る
。」の
再
確
認
。

３
．
医
療
的
ケ
ア
児
の
支
援
に
つ
い

て
、
施
策
と
し
て「
医
療
的
ケ
ア
児

等
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
研
修

「
令
和
元
年
度
の
全
国
施
設
協
議
会
か
ら
」

理
事
長
　
宮
　
﨑
　
信
　
義

事
業
」、「
医
療
的
ケ
ア
児
等
総
合

支
援
事
業
」（
新
規
）。「
医
療
的
ケ

ア
児
」は
平
成
28
年
度
の
調
査
で
は

1
8,
6
5
1
人
。
そ
の
約
70
％
が

重
症
児（
者
）と
言
わ
れ
ま
す

特
別
講
演「
重
症
児
を
と
り
ま
く
現

在
の
課
題
を
考
え
る
　
―
茨
城
東

病
院
で
の
経
験
か
ら
」

　

国
立
病
院
機
構
茨
城
東
病
院
小

児
科
医
長
竹
谷
俊
樹
氏
か
ら
、
①

医
療
的
ケ
ア
児
の
増
加
：
人
工
呼
吸

管
理
障
害
児
の
受
け
皿
と
し
て
の
役

割
、
②
小
児
外
来
機
能
：
発
達
障
害

や
不
登
校
に
も
対
応
、
③
医
療
型
入

所
施
設
の
課
題
：
⑴
濃
厚
な
医
療
的

ケ
ア
児
へ
の
対
応
、
⑵
高
齢
化
と
重

症
化
、
⑶「
重
症
児
デ
イ
」や
小
児
在

宅
医
療
と
の
連
携
、
⑷
心
理
部
門
の

新
設
、
④
医
療
面
の
充
実
：
⑴
若
手

医
師
の
確
保
～
診
療
能
力
の
更
な

る
向
上
、
⑵
急
性
期
医
療
と
の
連
携

に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム『
成
人
期
に
達
し
た

重
症
心
身
障
害
児
者
の
問
題
に
つ
い

て
』

　

１
．「
成
人
期
以
降
か
ら
の
施
設

利
用
者
へ
の
支
援
と
は
」。
①
入
所

者
の
障
害
レ
ベ
ル
は
医
療
度
と
同
じ

く
重
度
化
が
進
ん
で
い
る
、
②
生
活

介
護（
通
所
）の
中
で
の
重
症
心
身
障

害
児（
者
）は
福
祉
型
で
あ
る
が
、
実

際
は
医
療
型
に
近
い（
医
療
ケ
ア
増

加
）。

２
．「
成
人
期
に
お
け
る
摂
食
・
呼

吸
機
能
の
低
下
と
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ

ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ（
進
行
期
の
ケ

ア
計
画
）」。
①
進
行
性
の
疾
患
で

な
い
限
り
、
今
後
の
経
過
は
わ
か
ら

な
い
、
②
医
師
も
親
も
、
現
実
的

な
状
況
に
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
な

い
。
挿
管
、
気
管
切
開
、
呼
吸
器
装

着
、
蘇
生
処
置
、
転
院
し
て
の
治
療

（
手
術
、
化
学
療
法
、
透
析
な
ど
）。

３
．「
光
の
家
療
育
セ
ン
タ
ー
の
最

近
15
年
間
の
振
り
返
り
か
ら
見
た

成
人
期
に
達
し
た
重
症
心
身
障
害

児
、
者
の
諸
問
題
に
つ
い
て
」。
①

死
亡
原
因
か
ら
の
振
り
返
り
、
⑴
死

亡
時
年
齢
平
均
値
の
推
移
：
15
年
前

～
10
年
前
＝
約
30
歳
、
10
年
前
～

2
0
1
7
年
＝
約
40
歳
、
⑵
年
代

別
死
因
：
悪
性
腫
瘍
-
-
-
-
全

年
代
で
あ
る
が
40
歳
代
か
ら
増
加

（
一
般
で
は
60
歳
代
か
ら
増
加
）、
呼

吸
器
疾
患
が
最
も
多
く
、
40
歳
代
か

ら
増
加
し
20
歳
以
下
も
多
い
。

４
．「
成
人
期
に
達
し
た
重
症
心
身

障
害
者
を
持
つ
親
の
思
い
」。
①
在

宅
重
症
心
身
障
害
児（
者
）の
場
合
、

⑴
短
期
入
所
事
業
所
が
足
り
な
い
、

⑵
入
浴
サ
ー
ビ
ス
回
数
；
週
に
３
回

は
必
要（
６
～
９
月
の
夏
期
は
特
に
）、

⑶
医
療
：
重
症
心
身
障
害
を
診
る

医
師
が
少
な
い
。
成
人
に
な
る
と
小

児
科
医
か
ら
断
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
、

⑷
訪
問
医
療
等（
診
療
・
看
護
・
リ

ハ
ビ
リ
）：
在
宅
生
活
者
に
と
っ
て

不
可
欠
、
⑸
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
つ
く
り

を
お
願
い
し
た
い
。
②
入
所
重
症
心

身
障
害
児（
者
）の
場
合
、
⑴
外
泊
時

は
在
宅
中
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
公
費
負
担
で
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

し
て
頂
き
た
い
、⑵
外
泊
時
の
入
浴
：

週
に
３
回
は
必
要（
夏
期
は
特
に
）

お
わ
り
に

　

以
上
、
諸
報
告
は
割
愛
さ
せ
て

頂
き
、
要
旨
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
次
期
は
、
2
0
2
0

年（
令
和
２
年
）５
月
20
～
21
日
に
広

島
市
で
開
催
の
予
定
で
す
。

制度・情勢
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【
法
人
】

　

一
般
献
金　
　
　
　
　
　
　
　

愛
隣
幼
稚
園
、
飯
田
節
子
、
い
の
ち
の
冠

福
岡
教
会
、
陰
山
直
樹
、
大
牟
田
バ
プ
テ

ス
ト
教
会
、
大
牟
田
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
キ

リ
ス
ト
教
会
、
大
村
古
賀
島
キ
リ
ス
ト
教

会
、
荻
本
明
美
、（
学
）西
南
学
院
、
上
久

原
区
長
柴
尾
賢
一
、
鷗
友
学
園
女
子
中
学

高
等
学
校
奉
仕
委
員
会
、
久
山
町
組
合
助

成
金
、
古
賀
和
男
、
戸
島
椙
子
、
篠
栗
キ

リ
ス
ト
教
会
、
下
久
原
区
長
佐
伯
清
美
、

宗
教
法
人
日
本
バ
プ
テ
ス
ト
連
盟
、
南
名

古
屋
キ
リ
ス
ト
教
会
、
杉
内
勝
彦
、
西
南

学
院
高
等
学
校
、
西
南
学
院
中
学
校
、
竹

市
志
津
、
手
作
品
売
上
げ
、
匿
名
、
中
久

原
区
長
安
倍
政
明
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団

福
岡
弥
生
教
会
、
こ
ど
も
の
教
会
、
日
本

バ
プ
テ
ス
ト
広
島
キ
リ
ス
ト
教
会
、
日
本

バ
プ
テ
ス
ト
連
盟
豊
橋
キ
リ
ス
ト
教
会
、

日
本
バ
プ
テ
ス
ト
連
盟
百
合
丘
キ
リ
ス
ト

教
会
、
バ
プ
テ
ス
ト
久
留
米
キ
リ
ス
ト
教

会
、
東
久
原
区
長
末
松
裕
、
久
原
財
産
区

管
理
会
会
長
高
橋
進
、
福
岡
ア
ル
ミ
工
業

㈱
、
福
岡
第
一
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
豊

前
キ
リ
ス
ト
教
会
、
防
府
バ
プ
テ
ス
ト
教

会
、
桝
谷
悦
子
、
松
尾
順
子
、
恵
泉
バ
プ

テ
ス
ト
教
会
、
恵
泉
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
女

性
会
、
山
口
正
夫
、
嘉
久
明
子
、
立
教
女

学
院
小
学
校

（
以
上
３
，
９
０
０
，
６
９
０
円
）

【
重
症
者
ホ
ー
ム
】

　

一
般
献
金　
　
　
　
　
　
　
　

自
動
販
売
機
売
上
献
金
、
井
手
伸
昌
、
匿
名
、

久
山
療
育
園
献
金
箱

（
以
上
１
１
６
，
６
６
１
円
）

【
施
設
】

　

一
般
献
金　
　
　
　
　
　
　
　

飯
田
節
子
、
大
場
奈
緒
子
、
大
原
あ
い
子
、

宗
教
法
人
日
本
バ
プ
テ
ス
ト
篠
崎
キ
リ
ス
ト

教
会
、
仙
川
キ
リ
ス
ト
教
会
、
寺
床
亜
沙
美
、

東
洋
英
和
女
学
院
中
高
部
宗
教
委
員
会
、
日

本
バ
プ
テ
ス
ト
連
盟
堺
キ
リ
ス
ト
教
会
婦
人

会
、
山
本
三
桂

（
以
上
１
５
０
，
１
８
４
円
）

　

献
品　
　
　
　
　
　
　
　

合
屋
勉（
は
が
き
）、
安
部
田
欽
也（
は
が
き
）、

入
岡
陽
平（
フ
ッ
ト
マ
ッ
サ
ー
ジ
機
）、
大
井

バ
プ
テ
ス
ト
教
会
女
性
会
福
祉
グ
ル
ー
プ

（
エ
プ
ロ
ン
）、
川
名
幸
重（
は
が
き
）、
草
場

貴
子（
は
が
き
）、
古
賀
バ
プ
テ
ス
ト
教
会（
手

作
り
ゴ
ミ
箱
）、
新
藤
佐
知
子（
は
が
き
）、

杉
内
勝
彦（
草
刈
機
他
）、
高
瀬
孝
介（
お
米
）、

田
上
律
子（
は
が
き
）、
田
中
由
美（
は
が
き
）、

富
里
キ
リ
ス
ト
教
会
女
性
会（
エ
プ
ロ
ン
）、

鳥
飼
バ
プ
テ
ス
ト
教
会（
タ
オ
ル
）、
日
本
バ

プ
テ
ス
ト
広
島
キ
リ
ス
ト
教
会（
タ
オ
ル
）、

入
山
秀
美（
は
が
き
）、
平
川
成（
手
作
り
品
）、

福
岡
丸
本
㈱（
菓
子
パ
ン
）、
恵
泉
バ
プ
テ
ス

ト
教
会（
エ
プ
ロ
ン
）、
目
白
ヶ
丘
教
会（
タ

オ
ル
他
）、
山
口
吉
昭（
は
が
き
）、
山
崎
和

樹（
は
が
き
）

（
以
上
１
3
，
６
４
０
円
）

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（
２
０
１
９
年
３
月
１
日
～
５
月
31
日
）
敬
称
略

　
わ
た
し
は
、
あ
な
た
が
た
を
捨
て
て
孤
児
と
は

し
な
い
。
あ
な
た
が
た
の
と
こ
ろ
に
帰
っ
て
来
る
。

も
う
し
ば
ら
く
し
た
ら
、
世
は
も
は
や
わ
た
し
を

見
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
あ
な
た
が
た
は

わ
た
し
を
見
る
。
わ
た
し
が
生
き
る
の
で
、
あ
な

た
が
た
も
生
き
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
日
に
は
、

わ
た
し
は
わ
た
し
の
父
に
お
り
、
あ
な
た
が
た
は

わ
た
し
に
お
り
、
ま
た
、
わ
た
し
が
あ
な
た
が
た

に
お
る
こ
と
が
、
あ
な
た
が
た
に
わ
か
る
で
あ
ろ

う
。

ヨ
ハ
ネ
福
音
書
14
：
18
～
20【
口
語
訳
】

　

前
天
皇
の「
生
前
代
替
わ
り
」の
表
明
の
頃
は
、

渋
い
顔
を
し
て
い
た
安
倍
首
相
や
菅
官
房
長
官
が
、

そ
の
後
、
見
事
と
言
っ
て
も
過
言
で
な
い
程
に
、

こ
の
時
と
ば
か
り
の「
皇
室
利
用
」の
演
出
を
し
て
、

着
々
と「
皇
室
典
範
」に
基
づ
く
、
ニ
コ
ニ
コ
し
た

優
し
い
天
皇
の「
あ
ら
ひ
と
が
み（
現
人
神
）」化
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
前
天
皇
の
死
去
に
伴
う「
諒

闇
の
闇
」を
経
な
か
っ
た
故
も
あ
っ
て
、
N
H
K

を
始
め
と
す
る
マ
ス
コ
ミ
の
大
は
し
ゃ
や
ぎ
と
し

か
言
い
よ
う
の
な
い
扇
動
に
よ
る
祝
賀
ム
ー
ド
が

漂
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
一
方
で
は
、
マ
ス
コ
ミ
の
社
会
面
で
日
々

騒
が
れ
て
い
る
生
々
し
い
ニ
ュ
ー
ス
で
、
繰
り
返

し「
幼
児
虐
待
」が
続
き
、「
引
き
籠
り
」に
よ
る
痛
々

し
い
事
件
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
5
月
末
早
朝
に

伝
え
ら
れ
た
、
川
崎
市
登
戸
駅
前
で
ス
ク
ー
ル
バ

ス
を
待
っ
て
い
た
私
立
カ
リ
タ
ス
小
学
校
の
児
童

藤田　英彦

と
保
護
者
が
襲
わ
れ
、
児
童
と
保
護
者
2
名
死
亡

と
16
名
の
負
傷
。
引
き
籠
り
だ
っ
た
と
言
わ
れ
る

57
才
の
容
疑
者
の
そ
の
場
で
の
自
殺
と
、
そ
の
直
後

に
拡
が
っ
た
S
N
S
で
の「
死
ぬ
の
だ
っ
た
ら
、
自

分
だ
け
死
ね
」の
雑
言
。
所
謂「
自
己
責
任
論
」。
更

に
そ
の
4
日
後
に
起
こ
っ
た
元
農
水
省
事
務
次
官

が
47
歳
に
な
る「
引
き
籠
り
」息
子
刺
殺
。
報
道
に

よ
れ
ば
、「
長
い
間『
家
庭
内
暴
力
』に
苦
し
み
、
川

崎
の
事
件
が
引
き
金
に
な
っ
た
」と
い
う
こ
と
で
す
。

国
の
推
計
に
よ
る
と
、
64
歳
ま
で
の「
長
期
引
き
籠

り
」は
約
1
1
0
万
人
に
上
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
本

人
の
苦
し
み
と
共
に
、
家
族
の
遣
り
切
れ
な
さ
は
如

何
ば
か
り
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
然
も
、
そ
れ
は
長

い
長
い
月
日
に
及
ぶ
苦
し
み
で
し
ょ
う
。簡
単
に「
社

会
的
孤
立
」と
言
っ
て
済
ま
せ
る
事
柄
で
は
決
し
て

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ
の
問
題
は
、
精
神
的
、「
心

の
病
」だ
け
で
済
ま
せ
る
こ
と
で
は
勿
論
な
く
、
重

い
障
が
い
を
以
て
生
き
抜
い
て
い
る
人
々
と
、
そ
の

家
族
が
抱
え
て
い
る
現
実
で
も
あ
り
ま
す
。

　

重
症
児
を
抱
え
た
川
野
牧
師
を
援
け
る
た
め
だ

け
で
な
く
、
街
頭
に
出
て
市
民
た
ち
の
協
力
を
求
め

よ
う
と
起
ち
上
が
り「
ミ
ッ
ト
レ
ー
ベ
ン（
共
に
生
き

る
）｣

を
合
言
葉
に｢

バ
プ
テ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ー
友
の
会｣

か
ら
出
発
し
た
久
山
療
育
園（
現
・
久
山
療
育
園
重

症
児
者
医
療
療
育
セ
ン
タ
ー
）は
、
開
設
43
年
と
な

る
。
そ
の
間
、
運
動
の
中
で｢

生
き
る
に
値
し
な
い

生
命
は
な
い｣

な
ど
の
声
明
を
出
し
て
い
ま
す
。

　
「
わ
た
し
は
、
あ
な
た
が
た
を
捨
て
て
孤
児
と
は

し
な
い
。」は
、｢

神
は
、
そ
の
ひ
と
り
子
を
賜
っ
た

ほ
ど
に
こ
の
世
を
愛
し
て
下
さ
っ
た｣

（
3
：
16
）と

宣
言
し
た
ヨ
ハ
ネ
が
、
十
字
架
に
架
け
ら
れ
、
死
ん

で
葬
ら
れ
て
陰
府
に
降
り
、
復
活
し
て
永
遠
の
い
の

ち
を
与
え
て
下
さ
る
と
約
束
を
さ
れ
た
イ
エ
ス
・
キ

リ
ス
ト
の
言
葉
で
す
。
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 2018年度決算

Ⅰ.収支状況
2018年度決算概要

　2018年度は診療報酬・介護報酬同時改定が実施され、また診療実績が増加した事も影響し、資金収支での収入では、対計画比１％増となり、
支出では人件費、事業費、事務費の実績が共に計画を下回り、全体で4.7％減となった。　　事業収支費用の前年度対比では、4.3％増になり、人
件費2.1%増、事業費2.9％増、事務費30.2％増と、共に前年度を上回っている。
　また、「社会福祉充実残額」計画に基づいて、その経費を人材確保処遇改善及び大規模施設整備に充てた。結果、当期資金収支差額は、当初計
画2,000万円に対し、9,258万円となり7,258万円の増となった。尚、損益から見る事業収支においての当期活動増減差額は、マイナス5,900万円
となった。

　対計画のプラス要因は、入所・外来の診療実績・件数増及び大口献金増等による1,850万円増となり、マイナス要因は短期入所、通所、　重症
者ホームひさやま実績減による440万円減により、対計画比収入全体では1,410万円増となった。 
　※ 対前年度比では、入所・外来の医療収入実績1,200万円増及び、入所・短期入所・通所の障害福祉収入850万円増等により全体では2,100
万円増額(1.7%)となった。

　対計画のマイナス要因は、雇用形態変更による減や、人員配置のずれ等による人件費3,840万円減、事業費は医療材料、消耗器具備品費等490
万円減、医薬品、給食材料等290万円増の差し引き200万円減、事務費は屋上防水工事の競争入札による経費抑制による修繕費1,300万円減を
含む事務費2,340万円減により、対計画比支出全体では6,380万円減となった。
　※対前年度比では、人件費2,140万円、事業費430万円、事務費2,700万円共に増となり、全体では5,270万円の増額（4.3％）となった。

[収　入]

[支　出]

7,035,000
510,593,000
770,500,000
20,120,000
2,501,000
6,711,000

1,317,460,000
1,057,659,000
154,697,000
139,684,000

1,352,040,000
△ 34,580,000

0
6,500,000

6,500,000
△ 6,500,000
61,080,000

61,080,000

0
61,080,000

20,000,000

305,486,313
325,486,313

児童福祉事業収入
障害福祉サービス等事業収入
医療事業収入
経常経費寄附金収入
受取利息配当金収入
その他の収入
 事業活動収入計 (1)
人件費支出
事業費支出
事務費支出

 事業活動支出計 (2)

勘定科目 予算 (A) 決算 (B) 差異 (A)-(B)

事業活動資金収支差額 (3)=(1)-(2)

収入事
業
活
動
に
よ
る
収
支

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

支出

収入

支出

収入

支出

施設整備等資金収支差額 (6)=(4)-(5)

その他の活動資金収支差額 (9)=(7)-(8)
予備費支出 (10)
当期資金収支差額合計 (11)=(3)+(6)+(9)-(10)

前期末支払資金残高 (12)
当期末支払資金残高 (11)+(12)

 施設整備等収入計 (4)
固定資産取得支出

 施設整備等支出計 (5)

積立資産取崩収入
その他の活動による収入

 その他の活動収入計 (7)
積立資産支出
その他の活動による支出

 その他の活動支出計 (8)

6,990,474
506,204,753
784,140,759
24,352,131
2,489,850
7,346,478

1,331,524,445
1,019,223,843
152,686,286
116,354,627

1,288,264,756
43,259,689

0
9,511,136

9,511,136
△ 9,511,136
60,298,127
752,832

61,050,959
2,212,108
5,000

2,217,108
58,833,851

―
92,582,404

305,486,313
398,068,717

44,526
4,388,247

△ 13,640,759
△ 4,232,131

11,150
△ 635,478

△ 14,064,445
38,435,157
2,010,714
23,329,373

63,775,244
△ 77,839,689

0
△ 3,011,136

△ 3,011,136
3,011,136
781,873

△ 752,832

29,041
△ 2,212,108
△ 5,000

△ 2,217,108
2,246,149

△ 72,582,404

0
△ 72,582,404

(自)2018年 4月1日(至)2019年 3月31日
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２
０
１
９
年
６
月
14
日(

金)

開
催
の
定
時

評
議
員
会
に
お
い
て
、
以
下
の
ご
と
く
新
た

な
役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。　

【
理
事
】　

宮
﨑
信
義(

再
任)

踊　

一
郎(

再
任
）

志
満
秀
武(

再
任)

渡
辺
浩
行(

再
任)

吉
本
法
生(

再
任)

岩
永
知
秋(

新
任)

叶　

義
文(

新
任)

伊
原
幹
治(

新
任
）

中
村
晴
光(

新
任
）

以
上
９
名

【
監
事
】　

樋
口
重
登(

再
任)

柴
田
公
文(

新
任)

以
上
２
名

 

任
期
は
同
日
よ
り
２
年
以
内
に
終
了
す
る

会
計
年
度
の
う
ち
最
終
の
も
の
に
関
す
る
定

時
評
議
員
会
終
了
の
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
６
月
開
催
の
定
時
評
議
員
会

ま
で
を
任
期
と
し
て
退
任
と
な
る
役
員
へ
の

感
謝
送
別
の
集
い
が
、久
山
温
泉
ホ
テ
ル
夢
家

で
、６
月
28
日(

金)

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
設
前
よ
り
久
山
療
育
園
設
立
の
為
の
働

き
を
続
け
て
来
ら
れ
、こ
の
度
退
任
の
運
び
と

な
っ
た
山
田
雄
次
前
理
事
長
を
は
じ
め
、
岡

久
凱
理
事
、五
斗
美
代
子
理
事
、梅
木
光
男
理

事
の
各
氏
へ
感
謝
の
言
葉
と
花
束
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

集
い
で
は
、久
山
療
育
園
へ
各
々
が
寄
せ
て

来
ら
れ
た
想
い
の
強
さ
と
、今
後
の
働
き
の
更

な
る
充
実
へ
の
期
待
が
、参
加
者
の
一
人
ひ
と

り
よ
り
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

(
法
人
事
務
局
担
当
課
長　

馬
原
哲
治
）

ン
グ
ホ
ス
ピ
タ
ル
ジ
ャ
パ
ン
）▽
23
日 

篠
栗
キ

リ
ス
ト
教
会 

花
の
日
訪
問
▽
25
日 

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
懇
談
会
▽
27
日 

通
所
夏
祭
り
▽
28

日 

保
護
者
会
役
員
と
の
懇
談
会　

誕
生
会

【
４
月
】▽
１
日
・
２
日 

新
入
職
員
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
▽
２
日 

通
所
始
園
式
▽
8
日 

福
岡
特
別
支
援
学
校
始
業
式
▽
９
日 

福
岡

特
別
支
援
学
校
入
学
式　

余
暇
活
動（
ス
マ

イ
リ
ン
グ
ホ
ス
ピ
タ
ル
ジ
ャ
パ
ン
）▽
11
日 

療

養
介
護
事
業
所
相
談
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
▽
13
日 

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー（
ホ
ー
ム
行
事
）　

西
南
学
院
大
学
神
学
部
新
入
生
に
よ
る
見

学（
12
名
）▽
14
日 

保
護
者
会
総
会　

保
護

者
会
・
園
と
の
懇
談
会
▽
16
日 

イ
ー
ス
タ
ー

行
事
▽
19
日 

親
交
会
総
会
▽
26
日 

誕
生
会

【
５
月
】▽
11
日 

運
動
会
▽
15
日 

西
南
学
院

大
学
社
会
福
祉
学
科
実
習（
17
名
）▽
18
日 

こ
ひ
つ
じ
の
園
ラ
ン
チ
カ
フ
ェ
参
加
▽
23
日 

糟
屋
中
南
部
自
立
支
援
協
議
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
研
修
会
▽
24
日 

誕
生
会
▽
25
日 

久
山

デ
ー
▽
28
日　

第
１
回
理
事
会
▽
29
日 

余

暇
活
動（
映
像
と
お
話
と
歌
の
競
演
）

【
６
月
】▽
１
日 

福
岡
地
方
連
合
小
羊
会
合

同
集
会（
子
ど
も
24
名
、大
人
36
名
）▽
４
日 

糟
屋
中
南
部
自
立
支
援
協
議
会
コ
ア
会
議

▽
５
日 

北
部
地
区
在
宅
連
携
会
議
▽
8
日 

西
南
女
学
院
宗
教
部（
中
・
高
等
部
）見
学
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア（
50
名
）▽
12
日 

県
新
採
用
職

員
研
修（
５
名
）▽
13
日 

福
岡
県
重
症
心
身

障
害
施
設
協
議
会
▽
14
日 

第
１
回
評
議
員

会　

麻
生
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
大
学
校 

作

業
療
法
学
科
１
年
見
学
研
修（
27
名
）▽
15

日 

こ
ひ
つ
じ
の
園
ラ
ン
チ
カ
フ
ェ
▽
17
日 

第

２
回
理
事
会
▽
18
日 

余
暇
活
動（
ス
マ
イ
リ

メ
　
モ
　
帳

（
２
０
１
9
／
４
／
１
～
６
／
30
）

【
採　

用
】

▽
阿
部
明
子（
看
護
師
）

▽
占
部　

晶（
看
護
師
）

▽
中
村
遥
一（
看
護
師
）

▽
真
﨑
陽
菜（
看
護
師
）

▽
德
永
律
子（
看
護
師
）

▽
坂
元
由
美（
言
語
聴
覚
士
）

▽
池
田
七
瀬（
介
護
福
祉
士
）

▽
大
塚
菜
奈（
介
護
福
祉
士
）

▽
河
野
敦
美（
保
育
士
）

以
上
４
／
1
付

▽
白
石
美
保（
看
護
師
）

▽
池
上
千
代
子（
療
育
員
）以

上
５
／
1
付

【
退　

職
】

▽
梅
木
光
男（
事
務
局
長
）

▽
今
駒
保
彦（
看
護
師
）

▽
河
原
順
子（
看
護
師
）

▽
枡
谷
麻
美（
看
護
師
）

▽
塩
川
恭
英（
准
看
護
師
）

▽
合
六
朱
美（
介
護
福
祉
士
）以上

６
／
30
付

職
員
の
異
動

役
員
人
事
に
つ
い
て

「
退
任
理
事
を
囲
ん
で
」
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5
月
18
日
、
平
尾
教
会
で
毎
月
開

催
さ
れ
て
い
る
子
ひ
つ
じ
ラ
ン
チ
カ

フ
ェ
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
西
坂
さ
ん
と
田
中
さ
ん
2

名
で
参
加
し
ま
し
た
。

　

田
中
さ
ん
は
初
参
加
で
ド
キ
ド
キ

で
し
た
が
⁝
綺
麗
な
チ
ャ
ペ
ル
で
素

敵
な
歌
声
を
織
り
交
ぜ
た「
ヘ
ン
ゼ

ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」の
演
劇
を
見
た

後
、
種
類
も
量
も
盛
り
沢
山
な
お
昼

ご
飯（
本
日
は
五
島
う
ど
ん
。
て
ん

ぷ
ら
や
お
浸
し
な
ど
と
共
に
モ
リ
モ

リ
頂
き
ま
し
た
。）や
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ

ー
ジ
・
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
と
賑
や
か

な
が
ら
も
ゆ
っ
く
り
と
し
た
充
実
の

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

（
ひ
か
り
棟
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者

　

嘉
村
由
香
）

　

池
田
さ
ん
は
、
久
山
療
育
園
に
入
所
さ
れ

て
36
年
に
な
り
ま
す
。

　

車
椅
子
が
欠
か
せ
な
い
生
活
を
過
ご
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
自
分
自
身
の
車
椅
子
を
持
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
歩
く
の
が
大
好
き
な
池
田

さ
ん
の
身
体
面
に
お
い
て
、
車
椅
子
の
申
請

が
で
き
る
の
か
ど
う
か
の
不
安
も
あ
り
ま
し

た
が
、
こ
の
度
、「
池
田
さ
ん
に
合
っ
た
車
椅

子
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
」と
い
う
夢
を
抱
き
、

イ
エ
ス
様
に
祈
り
、
申
請
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。　

　

意
見
書
か
ら
だ
け
で
は
見
え
な
い
こ
と「『
池

田
さ
ん
の
個
性
』を
い
か
に
し
て
役
所
の
方
に
伝

え
る
か
」に
力
を
入
れ
ま
し
た
。
ひ
か
り
棟
ス
タ

ッ
フ
か
ら
意
見
を
集
め
、
リ
ハ
ビ
リ
担
当
者
に

よ
っ
て
文
書
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
つ
い
に
、
意
見
書
の
作
成
か
ら
一

年
以
上
経
ち
、
車
椅
子
が
納
品
さ
れ
ま
し
た
。

池
田
さ
ん
の
身
体
に
合
っ
た
姿
勢
保
持
、
安
全

な
移
動
が
実
現
で
き
る
こ
と
と
な
り
、
驚
き
と

喜
び
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
ご
家
族

の
方
々
と
共
に
、
人
生
が
よ
り
豊
か
に
な
り
ま

す
よ
う
、
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

（
ひ
か
り
棟
看
護
師 

吉
村
優
貴
）

　

雨
が
心
配
さ
れ
た
空
は
青
空
に
。
高
ま
る

興
奮
と
喜
び
の
中
、
私
が
見
つ
け
た
た
く
さ

ん
の
キ
ラ
キ
ラ
笑
顔
。
大
型
バ
ス
か
ら
見
え

る
街
の
景
色
を
じ
っ
と
見
つ
め
る
顔
。
大
型

バ
ス
か
ら
見
え
る
街
の
景
色
を
じ
っ
と
見
つ

め
る
顔
。
母
の
楽
し
い
お
し
ゃ
べ
り
に
笑
み

を
浮
か
べ
る
顔
。
福
岡
タ
ワ
ー
か
ら
の
眺
め

を
楽
し
む
親
子
。
オ
ム
ラ
イ
ス
を
頬
張
る
幸

せ
そ
う
な
顔
。
ど
の
人
も
お
出
か
け
の
喜
び

に
満
ち
活
き
活
き
と
し
、
初
め
て
参
加
し
た

私
は
心
が
ほ
ん
わ
か
と
。
あ
っ
た
か
い
時
間

を
あ
り
が
と
う
。

（
ひ
か
り
棟
介
護
福
祉
士　

西
田
佳
苗
）

　

今
日
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
る
の
か
な
ぁ

⁝
。
ド
キ
ド
キ
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
交
流

ホ
ー
ル
へ
。

　

ホ
ー
ル
の
電
気
が
消
え
、
真
っ
暗
に
。

　

す
る
と「
パ
ッ
」と
明
る
く
な
り
、
真
っ

白
な
ホ
ー
ル
の
壁
と
天
井
に
カ
ラ
フ
ル
な

絵
が
映
し
出
さ
れ
、「
ブ
レ
ー
メ
ン
の
音

楽
隊
」の
お
話
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

み
ん
な
絵
を
ジ
ッ
と
見
な
が
ら
、
お
話

を
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
最
後
は
ホ
ー
ル
一
面
が
青
空
に

な
り
、
素
敵
な
ピ
ア
ノ
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
プ

レ
ゼ
ン
ト
。

　

室
内
に
い
る
の
に
、
見
上
げ
れ
ば
澄
み

渡
る
青
空
に
ふ
わ
ふ
わ
と
雲
が
浮
か
ん
で

い
る
の
が
な
ん
だ
か
不
思
議
で
⁝
、
で
も

と
っ
て
も
素
敵
で
⁝
！
時
が
経
つ
の
も
忘

れ
て
い
ま
し
た
。
素
敵
な
時
間
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
ひ
か
り
棟
療
育
員　

貝
原　

成
）

ひかり棟より
こ
ひ
つ
じ
ラ
ン
チ
カ
フ
�

自
分
の
車
椅
子

初
め
て
の
園
外
活
動

大
型
バ
ス
で
行
く

福
岡
タ
ワ
�
へ
の
旅

﹁
た
い
せ
つ
な
あ
な
た
へ
﹂

�
ワ
ク
ワ
ク
歌
と
朗
読
の
お
く
り
も
の
�

「グレーテルと一緒にハイ、チーズ‼ 」

「熱意と祈りが
届きました」

「
キ
ラ
キ
ラ
笑
顔
い
っ
ぱ
い
」

「
天
井
に
写
っ
た
雲
を

じ
ー
っ
と
見
て
い
ま
す
」
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めぐみ棟より

　

め
ぐ
み
棟
で
は
利
用
者
に
合
わ
せ
て
、
サ
ー
ク
ル
活
動
・
個
別
活

動
・
ア
ク
テ
イ
ブ
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
分
か
れ
療
育
活
動
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

今
回
は
サ
ー
ク
ル
活
動
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
サ
ー
ク
ル
活

動
は
５
～
６
名
の
グ
ル
ー
プ
で
毎
回
行
っ
て
い
ま
す
。
４
月
・
５
月

の
サ
ー
ク
ル
活
動
は『
春
を
探
し
に
』を
テ
ー
マ
に『
散
歩
・
シ
ャ
ボ

ン
玉
遊
び
』で
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
も
一
緒
に
参
加
し
て
頂

き
、
利
用
者
の
方
と
久
山
療
育
園
近
く
の
カ
モ
や
大
き
な
鳥
が
い
る

池
。
畑
一
面
、
赤
や
紫
色
が
き
れ
い
な
レ
ン
ゲ
ソ
ウ
を
見
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

お
散
歩
に
行
く
と
利
用
者
一
人
ひ
と
り
表
情
が
穏
や
か
に
な
り
、

周
り
を
見
て
楽
し
む
方
や
春
の
心
地
よ
い
風
が
吹
き
気
持
ち
よ
さ

そ
う
に
う
と
う
と
さ
れ
る
方
、
介
助
の
方
と
の
会
話
を
楽
し
む
方
と
、

い
つ
も
の
散
歩
と
は
違
う
表
情
や
発
声
な
ど
見
ら
れ
ま
し
た
。
天
気

が
よ
く
暑
い
日
に
は
、
園
庭
の
木
陰
に
て
シ
ャ
ボ
ン
玉
遊
び
も
大
人

気
で
、
シ
ャ
ボ
ン
玉
を
た
く
さ
ん
飛
ば
す
と
利
用
者
の
方
も
ゆ
っ
た

り
し
た
中
で
シ
ャ
ボ
ン
玉
を
見
て
楽
し
そ
う
で
し
た
よ
！

　

毎
月
サ
ー
ク
ル
の
内
容
を
変
え（
製
作
・
大
型
遊
具
遊
び
・
ゲ
ー
ム
・

季
節
の
遊
び
な
ど
）

参
加
さ
れ
る
利
用

者
に
合
っ
た
活
動

を
提
供
し
、
楽
し

ん
で
活
動
を
行
っ

て
い
こ
う
と
思
い

ま
す
。

（
め
ぐ
み
棟
保
育
士

　

田
崎
加
奈
子
）

　

５
月
11
日
は
、
お
天
気
に
も
恵
ま
れ
最
高
の
運
動
会
日
和
で
し
た
。
開
会

式
、
大
き
な
声
で
誓
っ
て
く
だ
さ
っ
た
選
手
宣
誓
や
立
派
な
炎
を
灯
し
た
聖

火
に
よ
り
皆
の
気
合
い
が
一
気
に
入
り
ま
し
た
。

　

一
生
懸
命
練
習
し
た
成
果
を
発
揮
し
、
皆
が
一
丸
と
な
っ
て
参
加
・
応
援

し
て
い
る
姿
を
見
て
と
て
も
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
新
し
い
元
号

『
令
和
』の
音
楽
に
合
わ
せ
て
ダ
ン
ス
と
大
縄
跳
び
を
披
露
し
て
く
れ
た
新
人

職
員
の
皆
さ
ん
。
と
て
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
ね
。

　

そ
し
て
恒
例
の
風
船
飛
ば
し
。
今
年
は
す
で
に
大
分
県
か
ら
四
通
も
お
返

事
が
届
き
ま
し
た
!!

　

暖
か
い
方
々
と
の
繋
が
り
や
沢
山
の
笑
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
運
動
会
。

ま
た
一
つ
私
の
宝
物
が
増
え
た
と
感
じ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

（
め
ぐ
み
棟
療
育
員　

原
田
可
奈
未
）

　

５
月
17
日
、
利
用
者
４
名
と
ご
家
族
、
ス
タ

ッ
フ
総
勢
14
名
で
福
岡
動
物
園
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
利
用
者
の
皆
さ
ん
は
、
バ
ス
に
乗
る
前

か
ら
と
っ
て
も
嬉
し
そ
う
で
、
着
く
の
が
待
ち

き
れ
な
い
！
と
い
う
様
子
で
し
た
。
動
物
園
の

入
口
で
は
、
ペ
ン
ギ
ン
や
レ
ッ
サ
ー
パ
ン
ダ
な

ど
小
さ
な
動
物
た
ち
が
日
陰
で
休
ん
で
い
る
様

子
が
と
っ
て
も
か
わ
い
か
っ
た
で
す
。
奥
に
進

ん
で
行
く
と
、
ベ
ン
ガ
ル
ヒ
ョ
ウ
や
テ
ナ
ガ
ザ

ル
を
は
じ
め
、
普
段
目
に
す
る
こ
と
の
な
い
動

物
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
て
、
皆
さ
ん
興
味
深
く

見
て
い
る
様
子
で
し
た
。
と
て
も
暑
い
日
で
し

た
が
、
み
ん
な
首
に
ア
イ
ス
ノ
ン
を
付
け
た
り
、

こ
ま
め
な
水
分
補
給
を
し
な
が
ら
一
緒
に
た
く

さ
ん
の
動
物
を
見
て
回
り
、
楽
し
い
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　

　
　
（
め
ぐ
み
棟
介
護
福
祉
士　

石
橋
哲
弥
）

運
動
会

園
外
活
動

☆
サ
�
ク
ル
活
動
☆

「新人紹介～
大なわとび !」

「パン食い競争
よーいどん‼ 」

「植物園にて」

「シャボン玉あそび」
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観
測
史
上
、
最
も
遅
い
梅
雨
入
り
と
な
っ
た
６

月
27
日
、通
所
の
夏
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
次
々

と
来
所
さ
れ
る
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
華
や
か
な
浴

衣
姿
や
わ
く
わ
く
し
た
笑
顔
で
、
清
々
し
く
夏
祭

り
が
ス
タ
ー
ト
。

　

第
一
療
育
室
で
は
、
的
当
て
や
野
菜
釣
り
、
千

本
引
き
、
手
作
り
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
等
の
６
店
舗

が
開
店
し
、
当
た
り
が
出
た
ら「
ち
り
ん
ち
り
ん
」

と
い
う
鈴
の
音
と
共
に
、
熱
気
と
大
歓
声
が
響
き

渡
り
、
大
変
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
景

品
を
抱
え
て
、
あ
っ
ち
に
こ
っ
ち
に
と
移
動
さ
れ

る
皆
さ
ん
の
顔
に
は
、
笑
顔
が
弾
け
て
い
ま
し
た
。

　

お
し
ゃ
れ
な
カ
フ
ェ
と
様
変
わ
り
し
た
第
２
療

育
室
で
は
、
テ
ィ
ラ
ミ
ス
や
プ
リ
ン
、
ア
イ
ス
コ

ー
ヒ
ー
等
を
楽
し
ん
で
頂
き
ま
し
た
。
テ
ィ
ラ
ミ

ス
は「
食
べ
や
す
か
っ
た
」と
好
評
で
、
な
ん
と
来

年
も
リ
ク
エ
ス
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
見
ど
こ
ろ
の
一
つ
は
、
交
流
ホ
ー
ル

か
ら
第
２
療
育
室
に
か
け
て
の
渡
り
廊
下
で
す
。

一
昨
年
は
絵
本「
ス
イ
ミ
ー
」の
」世
界
、
昨
年
は
ジ

ャ
ン
グ
ル
、
今
年
は
宇
宙
に
大
変
身
。
地
球
や
惑

星
の
間
を
、
宇
宙
飛
行
士
達
が
遊
泳
し
た
り
、
鉄

腕
ア
ト
ム
た
ち
が
飛
び
回
っ
て
い
ま
す
。
ロ
ケ
ッ

ト
や
銀
河
鉄
道
９
９
９
の
列
車
も
走
っ
て
い
ま
す
。

静
か
で
神
秘
的
な
宇
宙
空
間
、
感
じ
て
い
た
だ
け

た
で
し
ょ
う
か
。

（
通
所
保
育
士　

寺
田
智
加
子
）

　

よ
く
晴
れ
た
５
月
11
日
、
第
42
回
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
！
通
所
で
は
、
代
表
の

方
に
よ
る
聖
火
点
灯
、
４
名
の
方
の
選
手
宣
誓
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
ラ
ジ
オ
体
操
で
身
体
を
ほ
ぐ
し
、
徐
徐
に
皆
さ
ん
の
闘
志
が
み
な
ぎ
っ
て
き
ま

し
た
。
一
つ
目
の
競
技
は「
ひ
っ
ぱ
り
相
撲
」で
す
。
天
井
か
ら
吊
っ
て
あ
る
紐
を
４
方
向

か
ら
ひ
っ
ぱ
り
ま
す
。
上
手
に
ひ
っ
ぱ
る
コ
ツ
を
見
つ
け
た
方
や
力
が
入
り
や
す
い
紐
の

握
り
方
で
作
戦
を
練
る
方
⁝
早
速
ゲ
ー
ム
は
白
熱
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
曜
日
ご
と
の
チ
ー
ム
で
は
な
く
混
合
で
４
つ
の
チ
ー
ム
に
分
け
ま
し
た
が
赤
青

黄
緑
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
チ
ー
ム
の
方
を
一
生
懸
命
応
援
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、「
ダ
ル
マ
運
び
リ
レ
ー
」。
二
人
一
組
に
な
り
、
大
き
な
だ
る
ま
を
運
び
ま
す
。

で
こ
ぼ
こ
の
道
も
あ
っ
た
り
し
て
、
だ
る
ま
が
落
ち
た
り
な
か
な
か
進
ま
ず
⁝
ま
す
ま
す

会
場
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
そ
の
後
保
護
者
競
技
の「
パ
タ
パ
タ
マ
マ
」「
旗
取
り
」「
車

椅
子
ダ
ン
ス
パ
プ
リ
カ
」ど
の
競
技
で
も
皆
さ
ん
の
キ
ラ
キ
ラ
し
た
笑
顔
、
一
致
団
結
し
た

に
ぎ
や
か
な
雰
囲
気
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

　

最
後
は
園
庭
へ
行
き
、
風
船
飛
ば
し
を
行
い
ま
し
た
。
快
晴
の
空
に
み
な
さ
ん
の
想
い

が
詰
ま
っ
た
風
船
が
遠
く
遠
く
飛
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

と
て
も
楽
し
い
一
日
に
な
り
ま
し
た
。
利
用
者
の
方
々
や
保
護
者
の
方
が
一
つ
に
な
り
、

温
か
い
笑
顔
、沢
山
の
笑
い
声
が
聞
こ
え
、嬉
し
く
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
！

（
通
所
介
護
福
祉
士　

平
山　

咲
）

通
所
の
み
ん
な
で
運
動
会
！

通
所
夏
祭
り

通所で頑張っています

「みんなで引っ張ってます！」

「幻想的な宇宙空間！」「野菜釣り、何が釣れたかな？」
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５
月
11
日
。
今
年
も
や
っ
て
き
ま
し
た
久
山
運

動
会
！
今
年
も
ホ
ー
ム
は
通
所
と
合
同
で
運
動
会

に
参
加
し
ま
す
。
狙
う
は
優
勝
！
と
み
な
さ
ん
朝

か
ら
気
合
十
分
。
交
流
ホ
ー
ル
に
集
ま
り
、
ま
ず

は
選
手
宣
誓
続
い
て
ラ
ジ
オ
体
操
。
体
も
温
ま
っ

て
き
た
所
で
い
よ
い
よ
競
技
開
始
。
最
初
の
競
技

は「
ひ
っ
ぱ
り
相
撲
」で
す
。
天
井
か
ら
吊
っ
て
あ

る
紐
を
引
っ
張
り
先
に
切
れ
た
方
の
勝
ち
と
い
う

競
技
で
す
。
笛
の
合
図
と
共
に
み
な
さ
ん
一
生
懸

命
引
っ
張
り
ま
す
。
す
ぐ
に
切
れ
た
方
も
い
れ
ば
、

な
か
な
か
切
れ
な
い
方
も
い
て
引
っ
張
り
相
撲
は

大
白
熱
！
続
い
て
第
二
競
技
に
移
り
ま
す
。
第
二

競
技
は「
だ
る
ま
運
び
リ
レ
ー
」同
じ
チ
ー
ム
の
方

と
協
力
し
て
、
障
害
物
い
っ
ぱ
い
の
コ
ー
ス
を
攻

略
し
な
が
ら
大
き
な
だ
る
ま
を
ゴ
ー
ル
ま
で
運
び

ま
す
。
ヒ
ソ
ヒ
ソ
と
作
戦
を
立
て
な
が
ら
、
い
か

に
ス
ム
ー
ズ
に
だ
る
ま
を
運
ぶ
か
作
戦
を
立
て
な

が
ら
い
ざ
競
技
開
始
！
大
き
な
だ
る
ま
は
中
々
言

う
事
を
聞
い
て
く
れ
ず
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
み

な
さ
ん
上
手
に
だ
る
ま
を
ゴ
ー
ル
ま
で
運
ぶ
事
が

で
き
ま
し
た
！
続
い
て
保
護
者
競
技
の「
パ
タ
パ
タ

マ
マ
」裏
表
に
色
の
付
い
た
ボ
ー
ド
を
自
分
の
チ
ー

ム
の
色
に
ひ
っ
く
り
返
し
て
い
く
競
技
で
す
。
御

家
族
の
方
や
ス
タ
ッ
フ
も
参
加
し
、
喜
び
の
声
や

悔
し
が
る
声
が
交
流
ホ
ー
ル
内
に
響
き
ま
す
。
ご

家
族
が
頑
張
る
姿
を
見
て
利
用
者
の
み
な
さ
ん
は

大
喜
び
！
応
援
に
も
熱
が
入
り
ま
し
た
。
そ
し
て

「
旗
取
り
」と
続
き
み
ん
な
で
一
生
懸
命
練
習
し
た

「
車
椅
子
ダ
ン
ス
パ
プ
リ
カ
」。
利
用
者
様
、
ご
家

族
の
方
、
ス
タ
ッ
フ
で
輪
に
な
り
笑
顔
一
杯
で
ダ

ン
ス
を
踊
り
交
流
ホ
ー
ル
で
の
運
動
会
は
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。
そ
し
て
待
ち
に
待
っ
た
風
船
飛
ば
し
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
移
動
し
病
棟
の
み
ん
な
と
一
緒
に

風
船
を
飛
ば
し
ま
す
。
今
年
も
た
く
さ
ん
お
返
事

が
来
ま
す
様
に
と
風
船
は
み
ん
な
の
思
い
を
込
め

て
高
く
た
か
く
飛
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
運
動
会
も
無
事
に
終
わ
り
、
み
な
さ
ん

自
分
の
持
て
る
力
を
精
一
杯
出
し
切
り
チ
ー
ム
の

み
ん
な
と
協
力
し
て
最
高
な
運
動
会
を
開
催
す
る

事
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
も
み
な
さ
ん
優
勝
目
指

し
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
ね
！
本
当
に
お
疲
れ
様
で

し
た
。

（
重
症
者
ホ
ー
ム
介
護
福
祉
士　

土
居
ひ
と
み
）

　

重
症
者
ホ
ー
ム
の
利
用
者
様
、
家
族
の
皆
様
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

様
、
ス
タ
ッ
フ
が
、
４
月
13
日
に
通
所
駐
車
場
へ
集
合
し
て
お
昼
ご
飯
を

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
楽
し
み
ま
し
た
。
皆
さ
ん
焼
き
肉
大
好
き
で
す
。
に
こ

に
こ
と
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
デ
ザ
ー
ト
も
果
物
や
ス
イ
ー
ツ
も
あ
っ

た
り
し
て
、
と
て
も
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
春
の
日
差
し
の
中

で
心
地
よ
い
風
も
吹
い
て
い
ま
し
た
。
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
平
成
の
時

代
も
終
わ
る
の
で
す
ね
。
次
の
時
代
は
何
と
い
う
名
前
に
な
る
の
で
し
ょ

う
。
少
し
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
ね
。（
後
ほ
ど「
令
和
」に
な
る
と
発
表
が
あ

り
ま
し
た
。）

　

平
成
は
、
自
然
災
害
が
多
い
時
代
で
し
た
。

　

そ
の
時
代
を
力
強
く
生
き
抜
い
て
き
た
皆
さ
ん
で
す
か
ら
、
き
っ
と
こ

れ
か
ら
も
大
丈
夫
で
す
。
ホ
ー
ム
の
皆
さ
ん
の
食
べ
っ
ぷ
り
を
見
て
い
る

と
安
心
し
ま
し
た
。『
食
べ
る
事
は
生
き
る
事
』な
の
で
す
。

　

次
の
時
代
も
力
強
く
生
き
抜
き
、
た
く
さ
ん
楽
し
い
思
い
出
を
作
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
ね
。
最
後
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
、
家
族
の
皆
様
の
暖

か
い
御
支
援
に
感
謝
し
て
、
筆
を
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
重
症
者
ホ
ー
ム
介
護
福
祉
士　

島
本
和
明
）

重症者ホームひさやまより
平
成
最
後
の
バ
�
ベ
キ
�
�
会

狙
う
は
優
勝
！

第 196 号（11） 2019 年 7 月 20 日愛　の　手　を



久
山
療
育
園
の
食
事
①

“40
年
前
の
あ
の
頃
” 
　
　
　
　
　

　
栄
養
課
　
中
山
裕
子

　

当
セ
ン
タ
ー
は
1
9
7
6
年
開

設
さ
れ
、
今
年
で
43
年
。
私
は
開
設

3
年
目
に
入
職
致
し
ま
し
た
。
当
時

は
今
日
の
よ
う
な
医
療
・
福
祉
制
度

と
は
程
遠
く
、
ま
た「
重
症
児
者
の

介
護
・
栄
養
・
食
事
」に
関
す
る
文

献
も
積
み
上
げ
た
経
験
や
知
識
も

無
い
中
で
、「
先
輩
施
設
に
教
え
を

乞
う
」こ
と
が
最
良
の
手
段
。
し
か

し
、
こ
れ
も
当
施
設
に
合
う
か
否
か

は
手
探
り
の
状
態
で
し
た
。

　

10
年
毎
の
記
念
誌
に
簡
単
に
重

症
児
の
食
事
や
栄
養
課
の
経
過
を

記
載
し
て
い
ま
す
が
、
10
年
目
の
記

念
誌
で
は
、
特
に
問
題
山
積
で
、
難

問
が
立
ち
は
だ
か
り
、
日
々
悪
戦
苦

闘
の
形
跡
が
あ
り
ま
す
。

　

開
園
当
初
久
山
に
勤
務
し
、
後

に
施
設
設
立
の
T
氏
に
30
年
ぶ
り

に
再
会
し
た
際
、「
あ
の
頃
は
20
代
、

汗
を
か
き
な
が
ら
走
り
回
っ
て
い
た

姿
を
思
い
出
す
」「
と
に
か
く
、
走

り
続
け
間
違
っ
て
い
た
ら
そ
こ
で
悩

み
苦
し
み
方
向
転
換
！
で
し
た
ね
。」

と
想
い
出
話
。

“
本
当
に
あ
の
頃
は
解
決
で
き
る
術

が
何
も
無
か
っ
た
で
す
”

　

表
は
、
現
在
と
40
年
前
を
示
し
た

も
の
で
す
。

給
食
室
の
施
設
設
備
の
変
遷

　

開
設
当
初
、
給
食
室
は
一
般
の
集
団
給
食
施
設
と
し
て
の
設
備

が
配
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
2
0
0
食
ま
で
耐
え
う
る
と
い
う
大

容
量
に
合
わ
せ
た
大
き
な
回
転
釜
、
洗
米
機
、
野
菜
裁
断
機
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、大
き
す
ぎ
て
使
え
な
い
状
況
。
ま
た
、「
下

処
理
室
が
な
い
、
調
理
室
の
中
央
に
食
器
洗
浄
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り

衛
生
・
不
衛
生
が
混
在
し
て
い
る
、
傘
の
よ
う
な
フ
ー
ド
は
埃
り

が
た
ま
る
」と
衛
生
監
査
時
に
指
摘
さ
れ
、
厨
芥
は
い
く
ら
対
策
を

と
っ
て
も
害
虫
や
鼠
・
カ
ラ
ス
に
荒
ら
さ
れ
る
。
幾
つ
か
の
補
修

や
設
備
更
新
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
施
設
構
造
上
の
問
題
は

解
決
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
こ
に
30
周
年
事
業
と
し
て
の

増
改
築
構
想
が
あ
り
、
た
く
さ
ん

の
思
い
を
込
め
た
給
食
室
の
設
計
・

配
置
検
討
の
末
、
新
し
い
給
食
室

が
2
0
0
8
年
に
誕
生
し
ま
し
た
。

廊
下
や
柱
、
E
L
V
、
ス
ペ
ー
ス
、

予
算
等
い
ろ
ん
な
制
約
が
あ
る
中
で

衛
生
的
且
つ
職
員
の
負
担
を
軽
減
で

き
る
シ
ス
テ
ム
に
近
づ
い
た
と
思
い

ま
す
。
10
年
を
経
て
、
設
備
機
器
の

技
術
の
進
歩
や
次
世
代
調
理
シ
ス
テ

ム
の
開
発
、
一
方
、
保
健
衛
生
指
導

は
年
々
厳
し
く
な
る
な
ど
環
境
も
か

な
り
変
わ
り
ま
し
た
が
、
構
造
配
置

や
監
査
指
導
に
お
い
て
は
大
き
な
問

題
無
く
、
現
在
、
経
年
劣
化
し
た
機

器
を
計
画
的
に
更
新
し
て
い
ま
す
。

食
事
体
制
の
変
遷

　

開
設
3
年
目
に「
2
回
食
」導
入

の
方
向
で
話
が
進
み
つ
つ
あ
り
ま

し
た
。
当
時
、
行
政
上
は「
基
準
給

食（
年
齢
に
よ
る
給
与
量
）」で
あ
り
、

（
年
齢
相
応
で
な
い
体
格
の
）重
症
児

に
は
過
剰
な
栄
養
・
食
事
量
と
な

り
、
朝
7
時
か
ら
18
時
ま
で
の
間
に

3
食
+

14
時
の
お
や
つ
で
は
1
日
中
、

食
事
と
そ
の
準
備
片
付
け
に
追
わ
れ

る
毎
日
。
食
事（
摂
食
）そ
の
も
の
と

食
事
前
後
の
準
備（
移
動
、
歯
磨
き

等
）に
時
間
や
労
力（
介
助
）を
要
し

ま
す
の
で
、
訓
練
や
保
育
、
余
暇
の

時
間
が
取
れ
な
い
状
況
で
、「
3
食

は
多
す
ぎ
る
、
2
回
に
し
て
は
？
」

と
い
う
理
由
で
し
た
。
今
で
も
多
い

食
事
量
を
2
回
に
単
純
に
分
け
る
と

も
っ
と
食
事
負
担
が
増
す
と
思
わ
れ
、

43
年
の
あ
し
あ
と

当センター栄養課の開設時と現在

医療法・制度
給食室・構造

施設構造・区分
設備機器

栄養業務・事務

栄養算出法

給与栄養量

食事体制

食事時間（比率）

食器具

訓練食器具

設備

調理器具

給食数

嚥下補助食品

流動食
高栄養食品
栄養補助食品

参考文献

平均年齢

開設（1976年～） 現在（2019年）
「基準給食」
1976年　新舎建築

監査上不適（構造・配置・衛生区分）
不足機器や「使えない」機器あり
ステンレス製の重い配膳車

「入院時食事療養Ⅰ」
2008年　全面改築　新舎・新給食室

手書きの書類・電卓計算 パソコン　+　栄養ソフト
⇒次期システム（電子カルテ）導入準備中

12歳 43歳

厚生省「日本人の栄養所要量」より（一般人）
年齢による算出
平均1,800㎉　
多田園長評価・意見書⇒1,300㎉

厚労省「日本人の食事摂取基準」より個別算出・
適正体重より決定
平均1,200㎉

朝7:00、昼11:30、軽食14:00、夕食17:00
⇒4回食制（ﾒｲﾝ食2回、軽食２回）
9：00、12：00、15：00、18：00（4：1：4：1）

朝・昼（軽食飲料含む）・夕食

7：30、12：00、18：00（3：4：3）

ポリプロピレン+メラミン食器 メラミン食器

訓練食器：高額な外国製または手作りの木製
や陶磁器 訓練食器：食器メーカー製、安価で多種

魚焼き器・回転釡・蒸し器
食品冷却：扇風機・製氷機

スチームコンベクションオーブン・真空包装器
食品冷却：ブラストチラー

家庭用ミキサー、カッター、
すり鉢・すりこぎ

フードミル・プロセッサー、ブレンダー、
ブリクサー、ロボクープ、バーミックス

自然食品（片栗粉・寒天・ゼラチン）
自然食品+嚥下補助食品多種・多様
増粘剤：第1世代～第3世代改良が進む
半固形化剤：半固形化・ゼリー化、粥用

流動食の種類が少ない、手作りの流動食 多種多様（V・M養強化、加水や粘度調整、経口・
経管用、食べるタイプ等）

ほぼ無し、粉末状の高栄養食 目的に応じて多種多様

・重症児者、摂食・嚥下困難対象の文献ほぼ無し
・一般の料理本のみ

・摂食・嚥下・介護に関する文献多数
・摂食・嚥下に合わせた調理・調理法
・嚥下調整食の料理本

入所：48+緊急一時2床
通園：県委託事業（母子食）開始

職員食：朝・昼・夕、１日平均50食～
※入園・通園・職員食：別メニュー・調理

入所：88+短期入所6床
通園：28（26食前後、ホーム9名含む）
ホーム：通園日は通園昼食利用
職員食：2008年廃止
※入園・通園：同一メニュー・調理

監査上適（構造・配置、衛生・不衛生明確）、
新調理システム配備（ﾌ ﾗ゙ｽﾄﾁﾗ ・ー真空包装）
補助電動式温冷配膳車
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ま
ず
①
適
正
栄
養
量
算
定
が
不
可
欠
、

②
2
回
メ
イ
ン
の
中
間
に
軽
食
2
回

に
す
る
4
回
食
に
す
る
方
向
へ
。
①

で
は
当
時
の
多
田
園
長
に
症
状
・
緊

張
度
・
A
D
L
等
か
ら
生
活
活
動

指
数（
当
時
労
作
）を
出
し
て
も
ら
っ

て
、
個
別
の
給
与
栄
養
量
を
算
出
し
、

年
齢
上
か
ら
は
平
均
1
8
0
0
㎉
の

と
こ
ろ
算
出
後
の
平
均
は
1
3
0
0

㎉
と
な
り
こ
れ
を「
医
師
意
見
書
」と

し
て
保
健
所
に
提
出
。
以
後
、
保
健

所
・
監
査
で
は
、
栄
養
量
に
つ
い
て

は
理
解
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
の
体
制
に
よ
り
、
当
時
は
、
ゆ
っ

た
り
と
し
た
食
事
を
し
な
が
ら
、
摂

食
・
食
事
訓
練
も
実
施
。
訓
練
や
保

育
時
間
も
確
保
で
き
、
他
の
機
能
訓

練
の
成
果
も
あ
っ
た
と
の
評
価
で
し

た
。
食
事
は「
主
食
・
副
菜
・
汁
物
・

デ
ザ
ー
ト
」と
リ
ッ
チ
に
、
昼
の
軽

食
は
手
作
り
の
お
や
つ（
マ
ド
レ
ー

ヌ
、
プ
リ
ン
、
バ
バ
ロ
ア
等
）、
夕

は
捕
食
的
に（
パ
ン
プ
デ
ィ
ン
グ
や

お
じ
や
等
）。
メ
イ
ン
食
9
時
、
15

時
、
軽
食
12
時（
お
や
つ
的
な
も
の
）

と
、
18
時（
軽
食
）（
食
事
比
率
は

4
：
1
：
4
：
1
）。

　

入
所
利
用
者
の
昼
は
軽
食
で
あ
っ

た
た
め
、
職
員
食
と
通
園
食（
通
園

調
理
室
）を
別
メ
ニ
ュ
ー
・
別
調
理

で
実
施
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
メ
ニ
ュ
ー
作
成
・
調
理
で
め
ま
ぐ

る
し
く
、
効
率
化
や
仕
上
が
り
の
均

質
化
を
目
指
し
て
、
当
時
の「
魚
焼

き
器
・
回
転
釜
・
蒸
し
器
」を「（
焼
く
・

蒸
す
機
能
が
あ
り
且
つ
、
温
度
や
時

間
設
定
可
能
な
）ス
チ
ー
ム
コ
ン
ベ

ク
シ
ョ
ン
オ
ー
ブ
ン
」に
替
え
、
食

器
洗
浄
機
も
導
入
し
て
も
ら
っ
て
、
入
所
・
通
所
・
職
員

食
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
変
則
4
回
食
は
当
園
独
自
の
栄
養
・
食
糧
構
成
・

メ
ニ
ュ
ー
と
な
り
、
他
施
設
と
の
情
報
交
換
な
ど
出
来
ず
、

暗
中
模
索
、
試
行
錯
誤
の
日
々
で
し
た
。
こ
の
体
制
も

2
0
0
4
年
頃
ま
で
は
メ
リ
ッ
ト
も
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

短
期
入
所
や
通
園
利
用
者
が
多
く
な
る
に
つ
れ
て
、
在

宅
の
食
事
時
間
と
の
ず
れ
が
問
題
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

食
事
時
間
の
変
更
や
比
率
の
微
調
整
を
経
て
、
2
0
0
5

年
、
4
回
食
制
は
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。
食
事
体
制
は
朝

7
：
30
、
昼
12
：
00
、
夕
18
：
00
、（
食
事
比
率
3
：
4（
軽

食
飲
料
含
む
）：
3
）に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

（
以
下
、
次
号
へ
続
く
）

【
親
交
会
頑
張
っ
て
い
ま
す
!!
】

　

こ
の
会
は
職
員
の
相
互
扶
助
、
親
睦
を
は
か

る
こ
と
及
び
職
場
の
労
働
条
件
の
改
善
を
計

り
、
働
き
や
す
い
職
場
を
形
成
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
、
親
交
会
の
活
動
を
活
発
に
行

う
た
め
、役
員
の
人
数
を
８
名（
以
前
は
７
名
）・

任
期
を
２
年（
以
前
は
１
年
）
に
改
正
し
、
毎
年

４
名
が
入
れ
替
わ
る
形
に
変
更
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
夏
季
行
事
に
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル
福
岡
の
ク
ラ
ウ
ン
カ
フ
ェ
を
貸
し

切
っ
て
ハ
ワ
イ
ア
ン
料
理
と
お
い
し
い
ビ
ー
ル

を
み
ん
な
で
飲
も
う
と
計
画
し
て
い
ま
す
。ま
た

冬
に
は
、
ソ
ラ
リ
ア
西
鉄
ホ
テ
ル
福
岡
に
て
忘

年
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
職
場
環
境
の
改
善
と
し
て
、
職
員
の
声

を
法
人
に
届
け
様
々
な
取
組
み
を
実
施
し
て
い

ま
す
。働
き
方
改
革
と
し
て
、有
給
消
化
率
の
向

上
や
サ
ー
ビ
ス
残
業
の
禁
止
な
ど
を
強
く
要
請

し
て
い
ま
す
。衛
生
委
員
会
に
お
い
て
も
、労
働

災
害
防
止
の
取
り
組
み
は
労
使
が
一
体
と
な
っ

て
行
う
必
要
が
あ
る
の
で
、
労
働
者
の
危
険
又

は
健
康
障
害
を
防
止
す
る
た
め
の
基
本
と
な
る

べ
き
対
策（
労
働
災
害
の
原
因
及
び
再
発
防
止

対
策
等
）
な
ど
の
重
要
事
項
に
つ
い
て
提
案
・

審
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

職
員
間
の
親
睦
を
は
か
る
活
動
と
し
て
は
、

「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
協
力
金
」制
度
の
運
用
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
久
山
療
育
園
で
働
く
す
べ

て
の
人
を
対
象
と
し
て
、
職
員
等
が
３
人
以
上

で
ど
こ
か
に
出
か
け
て『
自
分
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
た
』と
実
感
し
た
場
合
に
１
件
に
つ
き
１
人
＝

１,
０
０
０
円
の
協
力
金
を
支
給
す
る
も
の
で

す
。（
1
人
＝
2
回
ま
で
）。
記
録
写
真

と
感
想
を
書
い
て
報
告
書
を
提
出
す

る
方
法
で
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、そ
れ
ら
を
掲
示
板
な
ど
に
貼
る
こ

と
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

高
ま
り
、
こ
こ
に
行
っ
て
み
た
い
な
ど

更
な
る
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
繋
が
っ
て

い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、職
員
の
心
身
の
健

康
こ
そ
、法
人
の
存
続
に
は
欠
か
せ
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
重
症
児
者

の
命
を
守
る
た
め
に
し
っ
か
り
取
り

組
ん
で
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。

（
親
交
会　

会
長　

松
川　

寛
）

旧調理室の様子

開設当時の炊飯器・回転釜
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 久山療育園重症児者医療療育センターは、創立43周年を迎えました。在宅支援センターも開
設して５年目に入り内容の一層の充実を計画しています。これまでご支援して下さった皆様、
ボランティア、保護者、職員など多くの方々の祈りと御協力に感謝申し上げます。開園祭は命
の主である神様のお導きに感謝し礼拝を献げると共に、入所・ 在宅の重症心身障害児者と触
れ合って頂きたいと思います。同時に、支援して下さる皆様と職員たちとも交流を深めて頂き
たく、ご来園をお待ちしています。

（ 理事長　宮﨑信義）

※スケジュールは、７月現在の予定ですので開催までに一部変更される　
　場合があります。ご了承ください。
※西鉄バス、「トリアス久山」から「JR篠栗駅」の間の区間が廃止となり、
　「久山イコバス」に変わっておりますので、ご注意下さい。
　最寄りのバス停は「イコバス久山療育園前」です。

 感　謝　礼　拝  １０：００～１１：００ 
展示・作品販売  １０：００～１４：３０ 
模擬店／食堂バザー  １１：００～１４：００ 
公　開　療　育  １１：１０～１１：４０
商　品　バ　ザ　ー  １１：４０～１４：３０  
ふれあい・交流の時間 １３：００～１４：００ 
閉　会　の　つ　ど　い １４：３０～１５：００ 

第43回開園祭のお知らせ
テ－マ：「重症児(者)とご家族に聴くこれからの医療福祉計画の策定」

＜過去の開園祭の模様＞

2019年度開園祭予定プログラム

２０１９年９月２３日（月／秋分の日） １０：００～１５：００

（バザー会場）（ふれあい交流の時間）
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　2018年度も無事に活動を終わることができ、皆様のご協力に感謝申し上げます。
　さて、「友の会」は、今年で結成50年を迎え、標記のように名称を変更しました。そこで、「友の会」結成の
原点に立ち戻って、その働きを改めて考えてみたいと思います。
　「バプテストコロニー友の会」ができた時には、「久山療育園」はまだ存在していませんでした。では、何
故「友の会」結成を急いだのか。それは、施設の開設に間に合わせるために、ボランティアを養成すること
が第１の目的でした。施設ができてからボランティアを養成するのでは遅く、オープンと同時にボラン
ティアが機能する状態を目指していたのでした。そこには、日本の重症児療育を牽引して来た東京の島
田療育園で提起された「 腰痛 」の問題がありました。職員の苛重な労働を軽減するために、職員と共に働
くボランティアが求められたのでした。
　第２に、「友の会」は街頭募金やチケット募金を通して、設立資金を集める役割を果たしました。このよ
うに、「友の会」は運動体であり、設立母体として久山療育園と共にありました。
　また、この頃は、ボランティアVolunteerと言う言葉が定着する前で、当時『広辞苑』(岩波)も「志願兵」
を第一義にしていました。その頃の日本には、「社会奉仕」とか、「慈善活動」という言葉しかなく、そこに
は、「宗教を背景にした奉仕活動」という狭さがあり、「誰でもが無償で行う自主的な活動」というニュア
ンスは伝えきれていなかったように思います。 ボランティアという言葉が日本社会に定着するのは、26
年後の1995年の阪神淡路大震災の時からでした。
　さて、名称の問題ですが、「バプテストコロニー友の会」は、古い時代の理念を温存しており、もはや時
代にそぐわないものになっています。「 コロニー colony」とは、植民地や植民者の入植地という意味でし
たが、現在では、野生生物の同種類の群れが生息する隔離された場所を指す生態学の用語としても使わ
れています。また、そこから派生してハンセン病や結核患者、身体障害者などが集団で生活する大型の療
養施設を指す言葉としても用いられました。
　しかし最近は、ノーマライゼイションNormalizationの見地から、「施設」から「地域」へ、「隔離」から「共
生 」へと捉え方が移ってきています。そこで、この50周年を機に、重症児者と共に生きる「 ミットレーベ
ン・ネットワーク」に名称を変更しました。なお、久山療育園は2008年改築の際に、「施設」色を薄めた「久
山療育園 重症児者医療療育センター」に名称を変更しています。
　今後の活動としては、今年も8月19日(月)から21日（水）にかけて第29回となる「久山療育園ワークキャ
ンプ 」を主催します。また年末には恒例の街頭募金、来年2020年２月1日（土）には、記念のチャリティコ
ンサート（ジョイ倶楽部）と講演会（講師 奥田知志牧師）を、西南学院大学チャペルで行う予定です。新し
くなったネットワークの働きにご協力をお願いします。

「バプテストコロニー友の会」から

重症児者と共に生きる
「ミットレーベン・ネットワーク」へ

久山療育園ワークショップ（2018 年）年末街頭募金（昨年 12 月）

会長　伊原幹治
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久
山
の
D
V
D
を
は
じ
め
に
鑑
賞
し
、

ピ
ア
ノ
＆
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー

ト
、
美
味
し
い
食
事
、
楽
し
い
紙
芝
居

や
博
多
に
わ
か
、
最
後
に
は
手
話
ダ
ン

ス
と
盛
り
だ
く
さ
ん
の
会
場
に
は
、
日

頃
は
園
内
で
お
会
い
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
、
そ
の

場
に
い
る
皆
さ
ん
が
久
山
の
こ
と
を

想
っ
て
下
さ
っ
て
い
る
事
を
改
め
て
実

感
す
る
温
か
さ
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

久
山
デ
ー
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
何
か

月
も
前
か
ら
話
し
合
い
が
行
わ
れ
、
内

容
や
材
料
の
準
備
な
ど
、
全
て
に
お
い

て
役
割
分
担
が
さ
れ
て
い
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
い
き
い
き

と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
る
の
が
わ
か
り

ま
し
た
。
ま
た
来
年
も
、
た
く
さ
ん
の

利
用
者
の
方
と
共
に
参
加
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
現
在
、
約
１
０
０

名
の
方
が
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

日
々
来
園
し
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。
洗
濯

物
た
た
み
・
裁
縫
・
清
掃
作
業
・
事
務

作
業
に
加
え
、
病
棟
や
通
所
で
の
利
用

者
と
の
ふ
れ
あ
い
・
本
読
み
・
紙
芝
居
な

ど
、
活
動
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

私
た
ち
職
員
と
は
違
っ
た
目
線
で
、
利
用

者
と
の
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
こ

と
は
、
園
全
体
に
と
っ
て
、
大
き
な
存
在

で
す
。

　

そ
こ
で
毎
年
１
回
、
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
懇
談
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
20
名
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
、
活

動
の
様
子
を
語
り
合
っ
た
り
、
様
々
な
ご

意
見
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
日
頃
の
感
謝
の
気
持
ち
を
お
伝
え
す

る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
時
間
、
お
忙
し

い
中
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

５
月
25
日
土
曜
日
、
大
名
ク
ロ
ス
ガ
ー

デ
ン
に
て
、
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
主
催

の
久
山
デ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
入
所
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
利

用
者
と
そ
の
ご
家
族
・
職
員
が
４
台
の

バ
ス
で
参
加
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

年
号
が「
平
成
」か
ら「
令
和
」へ
代
わ
り
世
の
中
は
過
去
と
は

異
な
り
祝
賀
ム
ー
ド
に
満
ち
て
い
ま
す
。決
算
発
表
も
終
わ
り
当

法
人
も
役
員
任
期
満
了
に
伴
っ
て
新
し
い
体
制
が
発
足
し
ま
し

た
。社
会
福
祉
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
社
会
福
祉
法
人
の
経
営
環

境
は
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。こ
れ
を
理
解
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン

ト
は「
見
え
る
化
」と「
見
せ
る
化
」で
す
。単
に
真
面
目
に
業
務
運

営
を
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
時
代
は
終
わ
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
社
会

福
祉
法
人
が
行
政
・
地
域
・
関
係
者
か
ら
ど
う
見
ら
れ
て
い
る

か
と
い
う
観
点
と
自
法
人
が
経
営
実
態
や
サ
ー
ビ
ス
水
準
、公
益

的
取
り
組
み
な
ど
の
取
り
組
ん
で
い
る
項
目
を
い
か
に
周
知
・

実
施
し
て
い
る
か
を「
ガ
ラ
ス
張
り
」に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
に
よ
る
労
働
人
口
の
減
少
や
財
政
基
盤
の
悪
化

な
ど
こ
れ
か
ら
の
社
会
環
境
は
よ
り
厳
し
い
状
況
が
想
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
社
会
的
使
命
や
社
会
貢
献
と
い
う
側
面
と
、
自
立
し

た
経
営
基
盤
の
確
立
と
そ
れ
を
支
え
る
医
療
介
護
福
祉
人
材
の

確
保
・
育
成
な
ど
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
こ
と
が
一
層
肝
要
と
な

り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は「
選
択
と
集
中
」と「
環
境
適
応
力
」が
重
要
で
、

新
し
い
ビ
ジ
ョ
ン
の
下
社
会
環
境
の
変
化
に
迅
速
に
か
つ
柔
軟

に
対
応
で
き
る
運
営
形
態
、透
明
度
の
高
い
開
か
れ
た
体
制
の
確

立
、前
例
主
義
を
廃
止
し
て
新
し
い
も
の
に
リ
ス
ク
を
恐
れ
ず
挑

戦
し
て
い
く
行
動
力
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

L
E
D
開
発
し
た
研
究
者
の
言
葉「
努
力
の
成
果
は
す
ぐ
に
は

わ
か
ら
な
い
が
、た
だ
紙
一
重
の
薄
さ
も
重
な
れ
ば
本
の
厚
さ
に

な
る
。こ
の
蓄
積
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
将
来
の
成
功
に
つ
な
が
る
」

ま
た「
失
敗
が
い
く
つ
も
見
つ
か
っ
た
な
ら
成
功
は
近
い
。
な
ぜ

な
ら
失
敗
は
成
功
に
至
る
方
法
論
の
誤
り
を
指
摘
す
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
な
の
だ
」が
我
々
に
問
い
か
け
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　

歩
　

行
　

器

ボ
ラ
ン
テ
�
ア
だ
よ
り

（
M
・
U
）

ボ
ラ
ン
テ
�
ア
懇
談
会

久
山
デ
�

『
久
山
療
育
園
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
』
本
読

み
な
ど
利
用
者
と
の
関
わ
り
・
洗
濯

も
の
た
た
み
・
裁
縫
・
清
掃
作
業
・

事
務
作
業
な
ど
、
活
動
内
容
は
い
ろ

い
ろ
あ
り
ま
す
。
初
め
て
の
方
で
も

大
歓
迎
で
す
。
自
分
の
得
意
な
事
を

活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会

　
　

療
育
主
任　

陣
内
晶
子
）

ボ
ラ
ン
テ
�
ア
講
習
会

の
お
知
ら
せ

【
日
時
】 

８
月
９
日（
金
）

　
　

11
時
〜
15
時

【
内
容
】久
山
療
育
園
重
症
児

者
医
療
療
育
セ
ン
タ
ー
内
見

学
・
介
護
体
験
・
利
用
者
と

の
ふ
れ
あ
い
な
ど
。
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